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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

実施した、谷柏J遺 跡の調査成果 をまとめた ものです。

今回の発掘調査は、 日本道路公団の東北中央道相馬 ・尾花

沢線(上 山～東根問)の 建設工事 に伴 いお こなったものです。

調査は、東北中央道相馬 ・尾花沢線の建設工事に合わせて

行われ、平成9年 、10年 、11年 の3次 を重ねま した。

谷柏J遺 跡は山形県の県庁所在地である山形市にあります。

山形市は古くから政治経済の要衝として発展し、戦国時代の

武将最上義光は、ここを拠点として、出羽国に号令を発 しま

した。

遺跡は市街の西南にあります。 ここ南山形地区に広がる水

田及び畑地から、古墳時代の土器群、平安時代の住居跡 ・掘

立柱建物跡 ・土器廃棄場、さらには中世の墓坑などの遺構が

見つかり、古墳時代から中世までという長期間にわた り断続

的に利用された遺跡であることがわかりました。

埋蔵文化財は祖先が長い歴史の中で創造 し育んできた貴重

な国民的財産といえます。この祖先から伝えられてきた文化

財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

伝えていくことが、私たちの貴重な責務と考えます。さらに

郷土の歴史の中で培われた文化を後世に引き継がねばなりま

せん。その意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及、学

術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

各位に心から感謝申し上げます。

平成14年3月

財 団法人 山形県埋蔵文化財セ ンター

理事長 木 村 宰



例 目

1本 書 は東北中央 自動車道相馬 ・尾花沢線建設工事(上 山～東根間)に 係 る 「谷柏J遺 跡」

の、第1・2・3次 調査 に関わる発掘調査報告書である。

2発 掘調査は 日本道路公団東北支社山形工事事務所の委託により

ターが実施した。

3調 査要項は下記のとお りである。

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

調 査 期 間

現 地 調 査

整 理 期 間

発掘担当者

整理担当者

、山形県埋蔵文化財セン

谷 柏J遺 跡遺 跡番 号84

山形県 山形市 大字 谷柏

財 団法 人 山形県埋 蔵文 化財 セ ンター

平 成9年4月1日 ～ 平成14年3月31日

(第1次 調 査)平 成9年4月16日 ～平 成9年5月8日

(第2次 調 査)平 成10年7月21日 ～ 平成10年9月4日

(第3次 調 査)平 成11年4月21日 ～ 平成11年6月23日

平成10年4月1日 ～ 平成14年3月31日

(第2次 調 査)

調査第一課長

主任調査研究員

調査 研究 員

調査 研究 員

調 査 員

(第3次 調査)

調査第四課長

調査 研究 員

調査 研究 員

調 査 員

調査研 究員

調 査 員

副 調 査 員

佐藤 庄一

佐藤 正俊

鈴木 徹(調 査主任)

斎藤也寸志

志 田 純子

4発 掘調査及び本書を作成するに当たり、

育委員会、山形県教育庁社会教育課文化財保護室、

の方々から協力をいただいた。

5本 書の作成 ・執筆は、山口博之、吉田江美子、斎藤也寸志が担当した。編集は須賀井新人

が担当し、全体については佐藤正俊が監修した。

6委 託業務は下記の通 りである。

基準点測量 株式会社寒河江測量設計事務所

遺構の写真測量 ・実測 朝 日航洋株式会社

土壌分析、 リン ・カルシウム分析、樹種同定 パリノ ・サーヴェイ株式会社

漆器分析 漆器文化財研究所

7出 土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括 保管している。

名和 達朗

斎藤 也寸志(調 査主任)

山 口 博之

吉田江美子

山 口 博之

吉田江美子

齋藤 健洋

日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形市教

など関係諸機関並びに、地元南山形地区



凡 例

1本 書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記のとお りである。

SK… 土 坑

SD… 溝 跡

EL… カマ ド跡

RP… 登 録土器

SB… 建物 跡

SL… 炉跡

EP… 遺構 内柱 穴

RQ… 登録 石製 品

ST… 住 居跡

SP… ピ ッ ト

EK… 遺構 内土 坑

S… 礫

2遺 構番 号 は、現 地 調査段 階 で の番 号 をそ の まま報告 書で の番 号 として踏 襲 した。

3報 告 書執 筆 の基 準 は下記 の とお りで あ る。

(1)遺 跡概 要 図 ・遺構 配置 図 ・遺構 実測 図 中の方位 は磁 北 を示 して い る。

(2)グ リ ッ ドの南北 軸は、N-52。30'-Wを 測 る。

(3)遺 構 実 測 図は1/20、1/40、1/80、1/200縮 図、そ の他 で採録 し、各 挿 図毎 にスケ ー

ル を付 した。

(4)遺 物 実測 図 ・拓 影 図 は1/2、1/3、 で採 録 し、各 々ス ケー ル を付 した。遺 物 図版 につ い

ては任 意 としたが、重 要な ものにつ いて はス ケール をいれて い る。また、一 覧表 とい う形 で

各 々の法 量 を採 録 して あ る。な お、実測 図 断面 を黒 く塗 りつぶ した ものは須 恵器 を表 して い

る。

(5)本 文 中の遺物 番 号は、 遺物 実測 図 ・遺物 観察 表 ・遺 物 図版 とも共 通 の もの と した。

(6)土 器 の拓影 の 内、表 裏 を表 した もの につ いて は、 断 面 図を挟 んで、右 が 表面 左が裏 面 と

して、 図を作 製 した。

(7)遺 物 観 察表 中 の()内 数 値 は、 図上復 元 によ る推 計 値、 また は残存 値 を示 して い る。

(8)遺 構 覆 土 の色調 の記載 につ いては、1987年 版 農林 水産 省農 林水産 技術 会 議事務 局監 修 の

「新 版標 準土 色帖」 に拠 った。

(9)図 版 中 に()で 番 号 を記 した もの は、挿 図 中の遺 物番 号 に一致す る。

ω 挿 図 中の遺構 の うち2-、 と文頭 につ くものは、2次 調 査 の検 出遺 構 で ある ことを表 す。

ω1次 調 査 の遺物 につ いて は、す で に山形県 埋 蔵文 化財 セ ンター 調査 報告 書第68集 『東北

中央道 相 馬 ・尾 花沢 線 関係 予備 調査 報告 書(2)』 にて報 告済 み であ る。

⑫ 黒 色土 器 につ いては 断面 図 中に▲ で表示 した。

⑬ 第2次 調査、 第3次 調 査 の2次 にわた る調査 を報 告す る ことにな るが、 調査位 置や 概要

にか かわ る ものは、分離 して、第2次 調 査 の概要 は 図版1～3に 、第3次 の概 要 は 図版4～

6に 表 示 した。

個別 の遺構 ・遺 物 につ いて は、相 互 に関係 す るた め分 離せ ず に一・括 して取 り扱 った。
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調査の経緯

1調 査 の 経 緯

1調 査 に至る経過

今回の発掘調査は、 日本道路公団の東北中央自動車道相馬 ・尾花沢線(上 山～東根間)の 建

設工事に伴って実施された ものである。

本遺跡は、平成8年11月 に、同事業 に係 る県教育委員会による遺跡詳細分布調査によって遺

跡の存在が確認され、路線区内の試掘調査が行われた。

試掘調査では、円形状の覆土や焼土状の広が りと骨片、柱穴 ・土坑などの遺構が確認され、

縄文 ・平安時代のものと考えられる須恵器 ・土師器が検出された。その結果、東西140m(路

線外は未調査 によ り推定)、 南北75mの 分布範囲を呈する ことが確認された。

その結果をうけて平成9年4～5月 に、財団法人山形県埋蔵文化財センターが日本道路公団

の委託を受け、建設事業計画と緊急発掘調査計画などの調整を図るための予備調査(第1次 調

査)を 実施 した。

この調査では、奈良 ・平安時代と考えられる土坑 ・柱穴 ・溝跡 中世 ・近世の埋火葬遺構と考え

られる遺構や、古墳～平安時代の土師器 ・須恵器、中世陶器・近世陶磁器などの遺物が検出された。

予備調査の結果をもとに関係機関による協議が行われた結果、建設工事事業区内について緊

急発掘調査を実施して記録保存を図ることになり、財団法人山形県埋蔵文化財センターが日本

道路公団の委託を受けて発掘調査を実施することになったものである。

2調 査 の 方法 と経過

発 掘調査 は、平 成10年 度(第2次 調査)と 平成11年 度(第3次 調査)の2力 年 にわた って行

われ る ことにな った。第2次 調 査 では遺 跡 内の高 速道 路予 定地 の側道 部 分 の620㎡ 、第3次 調査

で は本道 部分 の2,900㎡ が 調査 対象 とな り実 施 された。

調 査 区 を覆 う座標 は、 調査 区の 中央 を東 西 に走 る東北 中央 自動 車道相 馬 ・尾 花沢線 建設 予定

道路 内 の 中央 を南 北 に走 るセ ンター用 測量 杭 をY軸 の基 準 とし、 それ と直交 す る線 をX軸 と し

た。 これ を起 点 として5m四 方 の方 眼(グ リッ ド)を 設定 した。Y軸 は 西か ら東 に11～24ま で、

X軸 は南 か ら北 に4～20ま で付 番 して 「11-4」 のよ うに表 記 した。

方 眼 のX軸 は、N-52030ノ ーEを 測 る。

以 下、谷 柏J遺 跡第2・3次 調 査 にお け る現 地調 査工 程 の概略 を記す 。

第2次 調査 は、調 査 区をA区 とB区 に分 け平成10年7月21日 か ら開始 され、9月4日 に現地

調査 が終 了 し、 関係者 のみ を対象 に した現 地説 明会 が9月24日 に行 われ た。

第3次 調査 は、平成11年4月21日 か ら開始 され、6月16日 に関係者 を含 め一般 市 民 の参 加 を

得て 現地 説 明会 を開催 し、6月23日 に現 地調 査 を終 了 した。

いずれ の調 査で も面 整理 を繰 り返 しな が ら遺 構検 出 ・マ ーキ ング ・遺構 登録 ・遺 構精 査 を行 っ

た。 遺構 の精 査 に合わせ 、遺 構平 面 図 ・断面 図の作 成、遺 物 の検 出お よび登 録、 写真 撮影 、土

層注 記等 記録 作業、 遺物 取 り上 げ等 を行 った。

1



遺跡の立地と環境

工[遺 跡の立地 と環境

1地 理的環境

谷柏J遺 跡は、山形市街の南西方約4km、 山形市大字谷柏地区に所在する。遺跡からは、東に雄大な蔵

王山や龍山、北に月山・葉山の穏やかな稜線が見え、山形市の中心街をわずかに見下ろすことができる。

本遺跡の所在する南山形地区は、山形盆地の南に位置する。南山形地区は、東を蔵王山系か

ら流れる須川と、西を白鷹丘陵に源を発する本沢川の二つの河川が形成する沖積地である。本

沢川は、白鷹丘陵から谷間を流下し長谷堂城の東南麓を通 り平野部に扇状地を形成している。

その段丘上や旧水路の氾濫によって形成された自然堤防上の微高地には、多くの遺跡が集中し

て分布している。右岸上流から、上谷柏、中谷柏、台谷柏、下谷柏 と集落が続くが、中でも、

中谷柏付近は本沢川扇状地の扇端部にあたり、昔か ら豊かな湧水に恵まれた地域である。

谷柏J遺 跡は、中谷柏 の本沢川右岸 の自然堤防上の微高地に立地する遺跡である。遺跡の範

囲は東西約80m、 南北約60mに 広が り、面積が約2,500m2と 推定される。標高はおよそ130m

を測 る。地 目は、水田とぶ どうなどが栽培される畑地となっている。

遺跡の西方100mに は本沢川が流れ、その右岸脇 には幅がおよそ20rnの 旧水路が併走 してい

るのが見て とれる。また、遺跡の西側から多量の石原が検出されたことや、遺跡近辺からも旧

河床が見つかっていることを考え合わせると、この地域がこれまでに本沢川の幾度かの氾濫を

受け、上流から運ばれたと考えられる土砂などが堆積して地形が作られたことが窺える。

2歴 史的環境

本遺跡周辺 には、本沢扇状地の自然湧水の豊富な扇端部付近や自然堤防上の微高地に、縄文

時代から各時代にわたる遺跡が集中して立地している。この南山形地区は、山形盆地の中でも

最も早くから人々が水稲農耕を開始し、開発されてきた地域として知られている。

縄文時代の遺跡では、中期の百々山遺跡、後期前葉の集落跡の前田遺跡がある。沢田遺跡か

らは弥生時代中期の 「桜井式」土器が出土し、また県内で最初に石庖丁が発見されている。

古墳時代の遺跡では、中谷柏遺跡から古墳時代前期の南小泉1工式に共通す る 「谷柏式」土器、

沢田遺跡からは 「宮町式」と呼ばれる塩釜式に対比される土器が出土した。また、近くの丘陵

地帯には円墳として東北地方最大の菅沢2号 古墳のある、 中期の菅沢古墳群や、終末期の箱形

石棺を内部主体 とする谷柏古墳群があり、盛んな生産活動が行われていたと推察できる。

律令制下において、谷柏周辺は最上郡福有郷に比定されるとされ、谷柏古墳郡近くに残って

いる 「公田」や 「中条」 という地名は、条里制割りの可能性がある。また、津金沢の石田付近

では墨書土器が出土してお り、地域の有力者がいたことが明瞭に物語っている。後背湿地を利

用した水田経営が一段と安定 したことが窺える。

中世になり中谷柏の甲箭神社に接する清水端屋敷という中世豪族の館玩を中心とする集落をはじめ、

中谷柏から吉原へと伸びる中道や出羽大道に沿った地域に集落が点在していたと考えられる。近世以降、

新田の開発や開墾が盛んに行われ、現在のような密集した集落が形成されていったものと考えられる。
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谷柏J遣 跡(占 墳 ～近世)2前 田遣跡(縄 文)3沢 田遣跡(弥 生～半安)4谷 柏遣跡(占 墳 ～平安)5谷 柏 」遣 跡(縄 文)

石田前Y遣 跡(弥 生)7石 田前遣跡(占 墳)8毘 沙門遣跡(占 墳)9花 川遣 跡(弥 生)10石 田遣 跡(奈 良 平安)

高 崎遣 跡(奈 良 平安)12谷 柏 古墳群(古 墳)13萩 原遣跡(古 墳～ 中阻)14本 沢川遣跡(縄 又)15_位 田遣跡(縄 又～平安)

寺畏遣 跡(古 墳～平安)17川 落遣跡(古 墳)18百 口鬼遣跡(奈 良 平安)19前 明イr遣跡(古 墳)20落 合遣跡(古 墳 ～平安)

鏡 ヶ淵遣 跡(余 艮 平安)22吉 原館 ノ内遣跡(鎌 倉)23吉 原1遣 跡(余 艮 平安)24吉 原Ilr遣跡(奈 艮 平安)25吉 原lv遣 跡(平 安)

吉原II遣 跡(余 艮 平安)27片 谷地遣跡(余 艮 平安)28構 手 区遣跡(縄 文、古墳～鎌倉)29六 壇遣跡(鎌 倉)

松原迫 跡(奈 良 平安)31オ サヤス空跡(奈 良 平安)32秋 某 山経塚(平 安)33八 ヶ森迫跡(旧 石器)34天 神 山迫跡(古 墳)

長谷 卓跡(室 町)36谷 地 前迫 跡(縄 文)37百 々山迫 跡(縄 文～平安)38風 八迫跡(縄 文～近世)39筏 山迫跡(縄 文 ～弥 生)

漆坊遣 跡(奈 良 半安)41滝 乃山寺院跡(奈 良 ～平安)42柏 倉館 山遣跡(戦 国)43菅 沢 山本陣跡(近 世)44菅 沢 占墳群(占 墳)

館遣跡(縄 文)46宿 遣跡(縄 文)47塩 辛 田AB遣 跡(奈 良 平安)48曲 森山楯跡(戦 国)49樋 渡遣跡(奈 良 半安)

成沢城 跡(室 町)51泉 川城 跡(室 町)5253111形 城三 ノ丸跡(近LU)

第1図 遺跡位置図(国 土地理院発行2万5千 分の1地 形図 「山形南部」を1/2縮 小 して使用)
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調査の概要

皿 調査の概要

1調 査 区と層序

谷柏J遺 跡は、本沢川の氾濫源上に営まれた遺跡である(巻 頭カラー写真)。 このために、数条の、

本沢川の支流と思われる小河川の形成が見られた。なおこの支流は調査前まで、小調査区の中央を走

る河川として現存していた。遺跡の地山を成すのは礫層であった。その上位に、河川によって運ばれ

たと考えられる、礫層や砂層そして黒色土などの堆積があり、これが遺物包含層となっていた。中央

に走る小河川では、礫層や砂層そして黒色土などが互層となっており、数回の氾濫と静穏な時期の繰

り返しが見られた。小河川の川床では湧水が多く、いくつか立ち割りのためのトレンチを入れたカミ

調査を進めようとするたびに、壁の崩落がおこり難航した。一部には泥炭層の形成が見られた。

発掘区は、畑地あるいは水田として耕作されていたため、大部分が平坦になっているが、基

底を成すと考えられる礫の存在状況から見れば 礫が露出している部分と、下にもぐりこんで

いる部分とがあり、本来の微地形は平坦ではなかったものとおもわれる。

A～Dと して、調査区の基本層序を採集したが、これは、堆積が明確であった場所を選んだ。

A～Dの 土層断面図によれば 水田面では、10cm前 後 の耕作土層が形成 され、その下部には水

田の床土となる粘土混じりの礫層が形成されていた。調査面までは、深いところで80cm浅 いと

ころで40cmほ どの堆積が見受け られた(第4図)。

第4図 基本層序
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調査の概要

2遺 構 と遺物 の分布

谷 柏J遺 跡 の第2次 調査 と第3次 調 査 とで、 検 出 され た遺 構 の種類 は、竪 穴住 居 跡 ・掘 立柱

建物 跡 ・土坑 ・柱 穴 ・性 格不 明土 坑 ・そ の他 の遺構 ・河 川跡 な どで あ る。

第2次 調査 で検 出 された遺 構 は25基 の柱穴 をは じめ、掘 立柱 建物 跡 が3棟 、土坑 が18基 、性

格不 明土坑 が3基 、そ の他 の遺構 が28基 、河川 跡が1箇 所で あ った。第3次 調査 で検 出され た

遺構 は292基 の柱穴 をは じめ、竪 穴住 居跡 が3棟 、掘 立柱 建物 跡 が2棟 、土坑 が62基 、性 格不

明土 坑が8基 、河 川跡 が1箇 所 で あった(第3図)。

遺構 は発 掘 区全 域 に分 布 して い るわ けでは な い。8～9-21～22グ リッ ドにか けては、地 上

か ら1mほ どの深 さの場所 に、古 墳 時代 の遺物 が集 中 し、8-21グ リッ ドでは、土坑 の遺 存 も

見受 け られ た。調 査 区 の西側、11～17-12～24グ リッ ドにか けて は古代 の遺 構 が集 中 して い

る。 調査 区 の東側 に中世墓 を中心 とす る、 墓域 が存 在 した。 なお、 これ ら検 出 され た遺構 の様

相 につ いて は、遺構 観察 表 と して一覧 に して い る(遺 構観 察 表1～4)の で参考 にされ た い。

遺 物 と遺 構 の集 中か ら見 る と、 調査 区のよ り南側 に竪 穴住 居跡 が存在 して いる ことか ら、遺

跡 は さ らに南 側 に につ なが る可能 性 が高 い。 この ため、今 回の調 査で検 出 され た遺構 や遺 物 は、

それ で完 結す る もので はな く、 あ くまで も遺跡 の一・部調 査で あ る こ とを、確 認 して お きた い。

古墳 時代 の遺構 と遺 物 の分布 につ いて

古 墳時 代 の遺構 と遺物 は8～9-21～22グ リッ ドの、地 上か ら1mほ どの深 さの場所 に、集

中 して いたが 、表 土 を除去 した段 階 では、 遺物 や遺 構 の存在 を確 認す る ことはほ とん どで きな

か った。遺 構精 査 の際 に、微 細 な土器 の存 在 が確認 され 慎重 に掘 り下 げた と ころ、厚 く堆 積 し

たや や粗 い砂 層 をかぶ って、 遺構 ・遺 物 が存在 す る こ とがわ か った。 このほか の時代 の検 出面

よ りも、 約30cmほ ど下位 にあた る。検 出され た遺 構 は土坑SK33で あ り、 不 整形 の平 面形 を呈

し、 土坑 の底部 が 平坦 で あ った。 中央 部 にはRP13の 壷 が、1個 体埋 設 して あ った。古 墳 時代

の遺構 と遺 物 が検 出 された の は この部 分 だけ であ り、調 査 区の外 の部分 で は、 まった く検 出 さ

れ なか った。 この古 墳 時代 の遺構 面 は、遺 物 の集 中の状 況か ら考 えて、 よ り東側 に展 開す る も

の と考 え られ たが、 よ り東 は現有 の用 水路 とな って 機i能して い るた め、 調査 で きな か った。

古代 の遺構 と遺物 の分布 につ いて

古 代 の遺構 と遺 物 は、調 査 区西 側 の11～17-12～24グ リッ ドにか けて は集 中 して いる。 こ

こは、SG1と い う小河川 が 中央 を流れ て い る ことか ら、 この 小河 川 によって 形成 され た、自然

堤 防上 に立地 して い る もの とお もわ れ る。 河川 を挟 ん だ両側 に、 掘建柱 建物 と竪穴住 居 が分布

して いる景観 とな る。

中世 墓の 分布 につ いて

中世墓 は、 これ ら古 代 の遺構 面 よ りも、約50cmほ ど高 い、調査 区 の東南 隅 の三角 形 の部 分 に

集 中 して い る。7～8-19～24グ リッ ドで あ り、この他 には中世 墓 は調査 区 の中で は見受 ける

こ とがで き なか った。

8



検出された遺構

IV検 出された遺構

1竪 穴住居 跡

平 安時 代 の竪穴住 居 跡跡 は、第2次 調査 で は検 出 され なか っ た。 第3次 調 査 で3棟 検 出 され

た。 調査 区 の東側 に1棟 、調 査 区 の南 側 にやや 離れ て2棟 存 在す る とい う様 相 で あ り、や や散

漫 な分布 状況 を呈 して い る。 調査 区の東 北 に存 在す る1棟 はST1、 小河 川 を挟 んで、南側 に近

やや 離れ て存 在す る2棟 はST2・3で あ る。ST1は 、SB66・67と セ ッ トにな る と も見 る こと

が で きよ うか。 同様 にSB1・2はST2ま たは3と セ ッ トにな る可 能性 が 強 い と考 える こと も

で き る。 とす れ ば 竪 穴住居 跡1棟 と掘立 柱建 物2棟 がセ ッ トにな る可能性 が あ り、 それ ぞれ

を母 屋 と倉 庫 と見 て、母 屋1棟 と倉庫2棟 がセ ッ トをなす と考 える こともで きよ う。 また、 こ

れ らの住 居跡 は ほぼ9世 紀代 の同一・時期 に所属 す る もので あ ろう と考 え られ る。 各 々 の竪 穴住

居跡 の属性 につ いて は表1に 一・覧 と して詳 述 した ので参考 に され た い。 な お、 各竪穴 住居 跡 の

特徴 は次 の とお りで ある。

・ST1竪 穴住居 跡(第3・5図 図版7)

ST1竪 穴住 居跡 は12～13-21～22グ リッ ドに所在 す る。主 軸 は北 を向 き、形態 は長方 形 を

呈す る。 南北 長が3.3m、 東 西長 が2.4mほ どで あ り、 南 北長 が長 い。深 さは最大 で約30cmほ ど

で あ る。壁 の立 ち上が りは、 垂直 を呈 せず 、や や なだ らか に上昇 す る。 床面 は平坦 では な くや

や 凹凸が見 受 け られ る。 張 り床 な どの痕跡 は 明瞭で な か った。床 面 には一部 礫 が露 出 して いる。

床面 の東側 には直 径約70cmの 円形 の窪 みが2つ 存在 す るが、いず れ も浅 く皿 状 に窪 む のみで あ

る。 床面 には柱穴 な どを検 出す る ことは で きなか った。

住 居跡 の北 西隅 には半 円状 の突 出部 が存 在す るが 、 これ は、 当初煙道 の可能性 を考 えて調査

したが、 非常 に浅 く、煙 道 と しては考 えに くいた め、 出入 り口な どの施 設 と して想定 を してお

き た い。

遺 物 は、 床面 近 くか ら、 赤焼 き土器 の破片 が 少量 出土 して い るの みで あ る。 この こ とか ら、

この掘立 柱建 物跡 の営 まれ た時期 は、9世 紀代 と考 え られ る。

調 査 は、 長 軸 と短軸 に沿 って、 十字 にサ ブ トレ ンチ を入れ 進 めたが、 床面 近 くに、 サ ブ トレ

ンチ ー面 に黒 色 の堆積 層が検 出され た。厚 さは非常 に薄 く、1cm弱 といった ところで あ った。こ

の黒 色 の 内容 物 につ い て、パ リノ ・サー ヴ ェイ 社 に理 化学 分 析 を依 頼 した。 そ の結 果、 「資料

中には ク リの炭化 材 と稲 藁や 籾殻 の灰 が多 量 に含 まれ て いる こ とが判 った」 とい う こ とで ある

(巻末 付編 「谷柏J遺 跡 の 自然 科学 分析」 参 照)。 ク リの炭化 材 は柱や 梁 の構 造物 で あ り、 稲藁

や籾 殻な どは、屋 根や壁 を葺 いた構造 物 と見 る こ ともでき るか も しれ な い。

・ST2竪 穴住居 跡(第3・6図 図版7)

ST2掘 立柱 建物 跡 は12～13-15～16グ リッ ドに所 在す る。形 態 は ほぼ正方 形 を呈す る。南

北長 が3.4m、 東 西長 が3.3mほ どで あ り、や や南 北長 が長 い。 深 さは最 大で 約30cmほ どであ る。

ST1同 様 、壁 の立 ち上 が りは、垂直 を呈 せず 、やや な だ らか に上 昇す る。床 面 も平坦 で はな く

やや 凹 凸が見 受 け られ る。張 り床 な どの痕 跡 は明瞭 で なか った。 床面 には、直径50cmほ どの窪
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検出された遺構

STl

a-a

1⊥OYR4/2灰 黄褐色粘土
2⊥OYR4/2灰 黄褐色粘土

310、R2/1黒 色粘土

⊥OYR4/1黒 褐仏人き くまた らに入る。人粒の炭化物 ・酸化鉄入る。
⊥OYR3/1黒 褐仏斑扶に微量入る。炭化物フロ ノク扶 に少量入る。

酸化鉄人る。
10YR5/3に ふい黄褐色また らに人る。

b-b'
110YR4/2灰 黄褐色枯十

210YR4/2灰 黄褐色枯十

310YR4/1褐 灰色粘十
・110YR4/2灰 黄褐色粘1

10YR4/1里 褐色大き くまた らに入る。大粒の灰化物 ・酸化鉄入る。

10YR3/1里 褐色斑状に微星入る。灰化物プロソク状 に少星入る。

酸化鉄 入る。
10YR3/1里 褐色斑状に少星入る。灰化物 ・酸化鉄含む。

10YR3/1黒 褐色斑状に入る。

第5図ST1平 面 図
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検出された遺構

ST2

a-a/

1

2

3

4

b

l

一b

10YR4/1褐 灰色粘質土

10YR6/2灰 黄褐色粘質十

10YR4/1褐 灰色粘質ll

10YR5/3に ぶい黄褐色粘質ll

10YR4/1褐 灰色粘質土

210YR3/1黒 褐色砂質土

310YR6/2灰 黄褐色粘質十

410YR4/1褐 灰色粘質ll

510YR5/3に ぶい黄褐色粘質ll

10YR7/1灰 白色粗砂少し入る。10YR5/2灰 黄褐

色まだらに入る。小石入る。酸化鉄入る。

10YR4/1褐 灰色粘質まだ らに入る。酸化鉄入る。

10YR5/3に ぶい黄褐色 まだらに入る。炭化物微量入る。

10YR3/2黒 褐色まだ らに入る。炭化物微量入る。

10YR7/⊥ 灰 白色粗砂少し入る。⊥OYR5/2灰 黄褐

色まだらに入る。小石入る。酸化鉄入る。

10YR5/1褐 灰色粘質まだ らに入る。炭化物微量 ・酸

化鉄入る。

10YR4/1褐 灰色粘質まだ らに入る。酸化鉄入る。

10YR5/3に ぶい黄褐色 まだらに入る。炭化物微量入る。

10YR3/2黒 褐色まだ らに入る。炭化物微入る。

第6図ST2平 面 図



検出された遺構

みが3カ 所 と直径10cmほ どの窪 みが2カ 所存在 す るが、 いず れ も浅 く、柱穴 な どの可能性 は低

い もの と考 え らえる。 床面近 くか ら、 赤焼 き土 器 の長胴甕 の底部 破片 と体部 破 片、須 恵器 の杯

底部 と甕 か壷 の体 部破 片が 少量 出土 して い る。 この こ とか ら、 この竪 穴住居 跡 の営 まれ た時期

は、9世 紀代 と考 え られ る。

・ST3竪 穴住居 跡(第3・7図 図版8)

ST3竪 穴住 居跡 は16～17-13～14グ リッ ドに所在 す る。形態 は ほ ぼ正 方形 を呈 す る。南北

長が4m、 東 西長 が 約4mほ どで ある。深 さは最 大で 約20cmほ どで あ る。 そ の他 のST1・2

とは異な り、 壁 の立 ち上が りはほ ぼ垂 直 を呈 して い る。 床面 は平坦 で はな くや や 凹凸が見 受 け

られ る。 一・部 に張 り床 と思 われ る粘土 の堆 積 が見受 け られ た。床 面 には、直 径50cmほ どの炭化

物 の分布 が3カ 所 ほ ど見 受 け られ 、南 西 隅 には、約1mほ どの不 整形 を呈す る炭化物 の分 布 が

見受 け られ た。 床 面近 くか ら、赤焼 き土 器 の長胴 甕 が ほぼ完形 で3個 体 出土 し、須 恵器 壷 も2

個 体 出土 した。 この他 に赤焼 き土 器 の小型 甕 の 口縁 部 と底部 破片、 長胴 甕 の体 部破片 、須 恵器

の圷 底部 と甕 か壷 の体部 破片 が 少量 出土 して い る。 この こ とか ら、 この竪穴 住 居跡 の営 まれ た

時期 は、9世 紀代 と考 え られ る。

表1堅 穴住居観察表

挿 図 遺構名 グリッ ド 長 軸 短 軸 深 度 出土 遺 物 柱 穴 張り床 壁の
Nα (G) (cm) (cm) (cm) 立ち上がり

12～13一 330 240

21～22 (N-S) (E-W)
30 赤焼土器破 なし 不明 ややなだらか

(備考)
第5図 ST1 ・床面には一部礫が露出 している。礫層か ら掘 り込んでいる。

・床面にある直径70cmの 窪 みは浅い皿状なので柱穴の可能性は低い。

・床面近 くに1cmの 黒 色の堆積層有 り。 クリの炭化材 と籾殻の灰が多量混入。

・北西隅の半円状の突出部は煙道ではなく出入 口か。

12～13-

15～16

340

(E-W)

330

(N-S)
30
赤焼土器長胴甕

須恵器圷、甕破片
不明 不明 ややなだらか

第6図 ST2

(備考)

・床面にある直径50cmの 窪 み3箇 所は浅いので柱穴の可能性は低 い。

16～17-

13～14

400

(E-W)

400

(N-S)
20
赤焼土器長胴甕

須恵器圷、甕破片
不明 一部有 ほぼ垂直

(備考)

第7図 ST3
・礫 層か ら掘 り込んでいる。

・一部張 り床の粘土層が見受けられる。

・長胴甕3個 、須恵器壺その他土師器圷などが出土している。

・炭化物が直径50cmの ものが3箇 所、1mの 不 整形のものが1箇 所、1mの 不整形のものが1箇 所

分布する。
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検出された遺構

第7図ST3平 面 図
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検出された遺構

2掘 立柱建 物跡

平 安時 代 の掘立 柱建物 跡 は、第2次 調 査で3棟 、第3次 調査 で2棟 の合計5棟 検 出 され た。調

査 区の東側 に1棟 、 調査 区の南側 に2棟 であ り、散 漫 な分布 状況 を呈 して い る。 調査 区の東南

に存 在す る1棟 は2-SB79、 東北側 に近接 して 存在す る2棟 は2-SB66・67で あ り、 これ ら

は第2次 調査 で検 出 されて い るため に最初 に2一 を付記 して い る。 調査 区の 中央 よ りやや 北側

に、 近接 して 存在 す るSB1・2は 、第3次 調査 で検 出 され た。各 々 の掘 立柱 建物 跡 の規模 につ

いて は表2に 一覧 と して詳述 した ので参考 にされ た い。 なお 、各 掘立柱 建物 跡 の特徴 は次 の と

お りで あ る。

・2-SB79掘 立柱建 物跡(第3・8図 図版2)

2-SB79掘 立 柱建 物跡 は5～6-22～23グ リッ ドに所 在す る。 主軸 は北 を向 き、 形態 は長

方形 を呈 す る。 南北 長が3.8m、 東西 長 が3.Omほ どで あ り、 やや 南 北長 が長 い。 柱 間は、 南北

2問 、東西1問 の2間 ×1問 の建物 と考 え られ る。南 北 の1間 の柱 問 寸法 は約1.9m、 同 じ く東

西 の寸法 は約3.Omと な る。 柱穴 の深 度 は20cmか ら40cmで あ り、 西側2間 の中央 の柱 穴 は、 中

世墓 の造 営 によ る撹乱 のた め に遺 存 して いな か った。 この掘 立柱 建物 跡 の営 まれた 時期 も、9

世紀 代 と考 え られ る。

・2-SB67掘 立柱建 物跡(第3・9図 図版9)

2-SB67掘 立 柱建 物跡 は13～14-23～24グ リッ ドに所在 す る。ほぼ正方 形 の平 面 プ ランを

呈 して い る。 東西 長が3.6m、 南 北長 が3.7mほ どで あ り、若 干東 西長 が長 い。 柱 問は、 南北2

間、東 西2間 の2間 ×2間 の建物 と考 え られ る。 南 北 の1間 の柱 間寸法 は約1.8m、 同 じく東西

の 寸法 は約2.1mと な る。 柱 穴 の深度 は10cmか ら15cmで あ り、 極 め て浅 い。西 側2間 の 中央 と

北端 の2つ の柱穴 は、撹 乱 のた めか遺 存 して いなか った。 この掘 立柱 建物跡 の営 まれた 時期 は、

9世 紀代 と考 え られ る。

・2-SB66掘 立柱 建物跡(第3・9図 図版9)

2-SB66掘 立 柱建 物跡 は12-23～24グ リッ ドに所 在す る。 主軸 は略 北 を向 き、形態 は長方

形 を呈 して い る。 東 西長 が2.3m、 南 北長 が3.8mほ どで あ り、若 干 南北 長が 長 い。柱 間 は、南

北2間 、 東西2間 の2問 ×2問 の建物 と見 る こと もで き るが 、東 西 の柱 間 はつ まってお り、 間

尺が 均等 で はな い2間 とな って お り、 やや 特殊 で あ る。 南北 の柱 間 も間尺 が均等 で はな い2間

とな って い る。 東側 中央 の柱 穴 は検 出 され な か った。 この掘 立柱 建物 跡 の営 まれた 時期 は、9

世紀 代 と考 え られ る。

・SB2掘 立柱建 物跡(第3・10図 図版8)

SB2掘 立 柱建物 跡 は15～16-17グ リッ ドに所 在す る。 ほぼ正方 形 の平面 プ ランを呈 して い

る。 東西 長が3.3m、 南 北長 が3.5mほ どであ り、若干 東西長 が長 い。2-SB67掘 立柱 建物 跡 と

共通 す る規 模 で ある。柱 間 は、南 北2間 、 東西2間 の2間 ×2間 の建物 と考 え られ るが、 中央

の柱 穴 は検 出 され なか った。 南 北 の1間 の柱 間 寸法 は約2.2m、 同 じ く東 西 の寸法 は約2.1mと

な る。 柱 穴 の深度 は25cm程 度で あ る。 この掘 立柱 建物 跡 の営 まれた 時期 は、9世 紀代 と考 え ら

れ る。
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検出された遺構

表2掘 立柱建物観察表

挿 図

No.
遺構名

グリッド

(G)

長 軸

(cm)

短 軸

(cm)

深 度

(cm)

柱 問(問)

(N-S×E-W)

柱問寸法
備 考

第8図 2SB79
5～6-

22～23

380

(N-S)

300

(E-W)
20～40 2×1 190 300

西側2問 は中世墓か

ら撹乱受ける

第9図

2-SB67
13～14-

23～24

370

(N-S)

360

(E-W)
10～15 2×2 180 180 西北側は撹乱受ける

2-SB66
12-

23～24

380

(N-S)

230

(E-W)
15～25 2×2

170

～210

150

～70 柱問が均一・でない

第10図

SB2
15～16-

17

350

(N-S)

330

(E-W)
25 2×2 175 160

SB1
16～17-

17～18

380

(E-W)

210

(N-S)
10～31 2×2

160

～220

110

～100 柱問が均一・でない
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検出された遺構

・SB1掘 立柱建 物跡(第3・10図 図版9)

SB1掘 立柱 建物 跡 は16～17-17～18グ リ ッ ドに所 在す る。 主軸 は 略東 を向 き、形態 は長方

形 を呈 して いる。 東西長 が4.4m、 南 北長 が2.2mほ どで あ り、東 西長 が長 い。 柱 問は、 南北1

間、 東西2間 の1間 ×2間 の建物 と見 る こと もで き る。 東西 の柱 間は 間尺 が均等 で はな い2間

とな って お り、南 北 の柱 間 も間 尺が均 等 では な い2問 の可能 性 もあ る。 この掘 立柱 建物跡 の営

まれ た時期 は、9世 紀代 と考 え られ る。

3河 川跡(第3・11図 巻頭図版 図1・4)

河川跡は、第2次 調査で調査区全体 の東側に検出され、第3次 調査で調査 区のほぼ中央 に検

出された。 これらのことから、全体的な様相を確認すれば、この河川は調査区の南側から、東

側へ と流下する河川であり、調査区の東側にかかるあたりから左右に分岐することがわかる。

調査前にここには現有の水路が存在していた。東側においては必ずしも、検出された河川の流

路とは一致 しないものの、ほぼ同一の様相を示していることがわかった。

河川跡の状況を探るために、4カ 所のサ ブ トレンチを設定 して調査した(第11図)。 いずれ

のサ ブ トレンチか らも遺物の出土はほとんど見 られず、わずかに赤焼き土器や須恵器の破片が

見られるのみであった。体積土は下層には砂礫とやや大きめの礫が多く、上層になるほど粘土

層の堆積が見受けられた。また、調査中の湧水が激しく、崩落を伴うことが多く調査が難航し

た。遺物は、表土層から中国銭の 「□平元寳」と、黒色土器の圷が出土 している。

これらのことか ら、この小河川は、古代には既に存在し、さらには、流路を変更しながらも、

現代まで残った河川であることがわかった。

4土 坑(第3・12・17図 図版9～12)

谷 柏J遺 跡 の第2次 調査 と第3次 調 査 とで、検 出 され た土坑 は、第2次 調 査 で土坑 が18基 、性

格不 明土坑 が3基 、そ の他 の遺 構 が28基 であ った。 第3次 調 査で は土坑 が62基 、性格 不 明土坑

が8基 、 とい う構 成 にな って いる。大 半 が古代 の土 坑 であ る。

ここで検 出 され た、柱 穴 な らび に土 坑 につ いて は、そ の規 模 につ いて、 一覧 表 と して表 して

い るので参 考 にされた い(表1～4)。

土 坑 は発 掘 区全 域 に分布 して い るわ けでは な く、 調査 区 の西側 にか けて に、古 代 の土坑 が集

中 して分布 して いる。 小河川 を挟 ん だ両側 に、 掘建 柱建 物、 竪穴住 居 と ともに土坑 が分布 して

い る状況 が見 受 け られ る(図3)。 そ の分布 は11～17-12～24グ リッ ドには濃 密で あ り、5～

10-14～18グ リッ ドでは分 布 は薄 い。なお5～7-22～24グ リッ ドでは 多数 の土坑 が切 り合

いを持 って検 出 された が、 おそ ら く中世 に所属 す る土坑 で あ り、 そ の性 格 も中世墓 で ある と考

え られ るた め、次 の章 で詳述 す る ことと し、 ここで は 明確 に述べ る ことは しな い。

検 出 され た土坑 群 につ いてそ の平面 形態 に注 目す れ ば、 い くつ か の形 に分 ける ことが 出来 る

た め、類 型化 しな が ら述 べ て いきた い。
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検出された遺構

(1)平 面形 が ほぼ 円形 の もの

SK18・22・14・4・60・61・48・26

直 径が 約1m以 内で あ り深 さは約20～30cm内 外 とな る もの が多 い。壁 は き ちん と した立 ち 上

が りを持 つ もの は少な く、 断面形 態 は袋状 や皿 状 にな る ものな どが見 受 け られ る。 底面 も平坦

な もの のみで はな い。

この うち、SK26土 坑 か らは、検 出面 か ら10cmほ ど下 げ た と ころで、炭 化材 の集 中が見 受 け

られ た。 直径4～5cmで 長 さ10～20cmの 炭化 材 で あ り、土圧 で つぶ され て いた、そ の他 の遺物

は見 受 け られ なか った が、 この地 域 で あま り類 の な い遺構 で あ る。

(2)平 面形 が楕 円形 の もの。

2-SK35・74・SK4・5・6・56・54

長 軸 は約0.4～1mほ どで あ り、深 さが約20cm内 外 の もの が多 い。壁 は きち ん と した立 ち上 が

りを持つ ものは少 な く、 平面 形 が ほぼ 円形 にな る もの と同様 に、 断面 形態 は袋 状や皿 状 にな る

ものな どが見 受 け られ る。 また、 底面 も平 坦 な ものの みで はな く、 軽 く窪 む ものや、 凹 凸 を呈

す る ものな どが ある。

(3)平 面形 が不 整形 の もの。

SX1・2・3・4・5・6・SK2・3・33・53・16・47・24

平 面形 や大 き さ深 さ とも一定 の ものは な く様 々で ある。 も とも と一 定 の形 を呈 しな い もの も

あ ろ うが、 これ には幾 つか の土坑 が切 り合 った結果 、形 が歪 み不 整形 の形態 にな った もの もあ

る。 この うち、SK33は 古 墳 時代 の壷 が 土坑 中央 に1個 体 のみ 埋設 されて い た。 ほか の土 坑 が

ほ とん ど時期 的 に、 古代 の ものにな る 中で、 ひ とつ だ け時代 をちが えて いる。

SX1・2・3・4・6・7は 、 ほか のSKと 標記 した土 坑群 に比べ て規 模 が大 き く、 出土遺

物 もまた多 い。SX1で は、須 恵 器甕 破片 ・水 瓶 破片 ・須 恵器 圷破 片 な どが 出土 して い る。SX

2で は、 須恵器 耳 杯な どが 出土 して い る。SX3で は、 須恵器 蓋 ・小型赤 焼 き土器 壷、 赤焼 き土

器長胴 甕 ・SX4で は赤焼 き土 器長 胴甕 ・内黒 土器 杯 ・須 恵器 杯 な どが 出土 し、 土坑東 側 の底部

には、炭化 物 の広 が りも見受 ける こ とが で きた。SX6で は須 恵器 壷 の底部 が 出土 した。SX7

で は須恵器 圷 ・赤 焼 き土 器長 胴甕 な どが 出土 した

(1)の 平面 形 が ほぼ 円形 の土坑 は、 貯 蔵穴 や墓 坑 な どの用 途 が考 え られ よ う。炭 化 物 の混 じ

る ものな どもあ った。(2)も 同様 な用途 が考 え られ よ う。(3)は 切 り合 った結 果 と して最終 的 に

この形態 になった もの と、初 めか ら円や楕 円な どの形態 をもた ない もの とあ ろ うが、 住居 跡 な

どの一・部 が検 出 されて い る可能性 もあ ろ う。
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検出された遺構

5中 世墓(第18～21図 図版11・12)

中世墓 は、第2次 調 査 と第3次 調査 で、重複 は認 め られ る もの の、13基 検 出 され た。位 置 と

して は調査 区の東 南側 に集 中 してお り、そ の他 の調 査 区 には存在 しな い。調 査 区 の東 南 の場所

は、 付近 よ りも一段 高 く、や や独 立 して い る。

この場 所 には、 地元 の方 々 の ご教示 によれ ば 以 前 は五輪 塔 な どが 存在 して いた とい う こと

で あ った。 また、 そ こに所在 して いた五輪 塔 は、 よ り東側 にあ る墓地 に移設 されて お り、 現在

で も、見 る ことが で きる(第18図 図版11)。

これ らの遺構 を中世 墓 として認 め た根拠 は、 まず 、付 近 に五輪 塔が 存在 し、 それ は、 この発

掘 区の場 所 に以前 は所在 して いた とい う こと。 墓 の 中か ら検 出 された遺 物 は、 近世 の陶磁 器 を

含 まな い とい う こと。 また、 墓 の 中か ら検 出 され た古銭 はす べて 渡来銭 で あ り、 近 世 の国産 の

銭で あ る寛 永 通寳 は含 まれ な い こと。 この地域 の近 世 の墓 は土葬 にな り、木 製 の棺 を設 け る構

造 にな るが、 こ こは火 葬で あ り様 相 を違 え る こと等 の ためで あ る。 このた め、 こ こでは、 これ

らの墓 は 中世 墓で あ ろ う と捕 らえて お きた い。

検 出 され た土坑 群 につ いてそ の平面 形態 に注 目す れ ば い くつ か の形 に分 ける ことが 出来 る

た め、類 型化 しな が ら述 べ て いきた い。

(1)平 面形 が ほぼ隅丸 方 形の もの。

・小 型 の もの(2-SX2SK34)

一 辺が 約1m内 外で あ り深 さは約20～30cm内 外 とな る ものが 多 い
。壁 は き ちん と した立 ち 上

が りを持 つ もの は少な い。底 面 も凹 凸が認 め られ る。

・大 型 の もの(2-SK1・11・57・10・8)

一 辺が 約2m内 外で あ り深 さは約40～60cm内 外 とな る ものが多 い
。 一部2-SK8で は、1

m程 度 の深 度 を持 つ もの もあ る。 壁 は きちん とした立 ち上が りを持つ もの と、持 た な い もの が

見 られ る。 底 面 も凹 凸が認 め られ 、基 底部 の礫 が露 出 して い る部 分 も見 受 け られ る。

(2)平 面形 が楕 円形 の もの。

・小 型 の もの(SK35・2-SK59)

長 軸 は約1mほ どで あ り、短 軸 は約60cm、 深 さが80～120cmと 深 い もので ある。底面 は、SK35

はす り鉢 状 にな り、2-SK59は 平坦 で ある。

・大 型 の もの(2-SK6)

長 軸 は約4mほ どで あ り、 短軸 は 約1.5m、 深 さが約1mと 深 い もので あ る。

(3)平 面形 が不 整形 の もの。

(2-SK9・32SK40・43)

平 面形 や大 き さ深 さ とも一定 の ものは な く様 々で ある。

結果 、形 が歪 み不 整形 の形態 にな った もの もあ る。

もともと幾つかの土坑が切 り合った
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検出された遺構

副 葬 また は供 献 され た と思 われ る遺 物 が、 それ ぞ れ の土坑 か ら検 出 され て い る。2-SK11

の一・部 をなす遺 構 か らは、 「開元 通 宝」 が一 枚 出土 して い る。2-SK57か らは鉄釘 、鉄 製 品、

2-SK10か らは硯 が 出土 し 「・四 月 ・・」 の刻銘 を持 って い る。SK34か らは、 銭銘 が不 明 の

古銭 、2-SK6か らは砥 石が 出土 してい る。

「開元通 寳」 な どの古銭 、鉄 釘 な どの鉄製 品、 さ らに は硯 や 砥石 な どは 中世墓 の副 葬品 と し

て成 立す る ことの多 い器 種組 成 と言 うこ とがで きる。 また、 硯 にあ る 「・四 月 ・ ・」 の刻 銘 に

つ いて は、 毛 彫 によ って刻 まれ てお り、刻 み方 も浅 いため、 刻銘 の全体 を判 読 す る こ とはで き

なか った。 この よ うに硯 に刻銘 を施す こ との事 例 として、 愛 知県 に所在 す る常 滑焼 き の硯 の事

例が著 名 で ある。

また、 理化 学分 析 を依頼 した結 果、SK43土 坑(第20図)に は 「多量 の骨 片 が混 在 して」お

り 「多量 の炭化 物 の存在 も考 慮す れ ば」、 「火葬 跡」 の可能性 が高 い とい う(付 編 「谷 柏J遺 跡

の 自然 科 学分 析」)。ま た、2-SK1土 坑 か ら と2-SX2土 坑 か らは(第20図)、 骨片 が 出土

し 「骨 片が含 まれ る1層 目で リン酸 含 量 とカル シ ウム含量 が ともに高 く、と くにSK1で 顕 著 で

あ る。」 とい う ことか ら、 「火 葬 に よる骨片 や炭 化物 が埋積 され た とす る考古 学 的所見 を裏 付 け

る結果 と言 える」 とい う(付 編 「谷柏J遺 跡 の遺構 内容 物 につ いて」)。

これらの、理化学分析の結果と調査の結

果を総合すれば、ここには 「火葬場」跡が

存在したことが判る。こうした方形あるい

は長楕円形の土坑を掘 り、火葬施設として

使用することは、類例が多いが、山形県内

では 「高瀬山遺跡」で調査事例がある。こ

れらには長軸にたいして直行方向や、平行

位置に溝を掘 り込み、遺体を火葬する際の

通風孔 として使用する例もあるが、ここで

は判然としなかった。

この他の土坑については、恐らく火葬し

た後の骨片を納めた土坑である可能性も指

摘できる。 とすれば、釘などは、 こうした

ときに使用した骨箱に由来するのかもしれ

ない。土葬の有無については、理化学分析

でも触れているように、土壌の性質により、

残りにくい状況であったため、遺存を明確

に確認することはできなかった。 これらの

遺構の時期は、こうした火葬遺構の類例が、

中世後半に多いため一応15～16世 紀 代 と

しておきたい。
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検出された遺構

表3遺 構観察表(1)

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SK 1 13-20G 146 114 31.3

SK 2 15 16-21G 221 130 30.3

SK 3 15 16-20G 242 110 31.3

SK 4 16 16-19G 72 59 16.3

SK 5 16 16-19G 126 84 50.3

SK 6 17 15-17G 102 60 21.3

SK 7 16-16G 126 90 1.3

SK 8 16-16G 72 64 9.3

SK 14 16 16-13G 80 74 8.3

SK 15 15-13G 74 70 13.3

SK 16 16 15-13G 186 150 14.3

SK 17 16-14G 74 64 2.3

SK 18 15 16-14G 108 80 3.3

SK 19 15-14G 98 76 1.3

SK 20 15-15G 126 60 1.5

SK 21 15-15G 144 130 6.3

SK 22 15 13-15G 116 90 29.3

SK 24 17 11-15G 128 102 27.3

SK 25 11-15G 74 48 22.3

SK 26 17 11-16G 80 78 32.3

SK 28 16-13G 58 44 16.3

SK 29 15-14G 68 46

SK 30 15-13G 84 60

SK 31 11-21G 110 110 55.3

SK 32 8-21G 236 130 69.4

SK 33 15 7-21G 220 162 76.4

SK 34 6-22G 102 78 40.4

SK 35 6-21G 150 64 49.4

SK 36 6-21G 106 72 26.4

SK 37 6-20G 40 34 1.4

SK 38 6-20G 90 64 9.4

SK 39 6-21G 56 50 26.4

SK 40 5-21G 116 90 43.3

SK 41 5-21G 154 90 52.4

SK 43 6-21G 140 90 36.4

SK 44 6-22G 90 56 33.4

SK 45 6-22G 60 52 33.4

SK 46 6-22G 260 184 84.4

SK 47 15-18G 200 172 24.3

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SK 48 17 13-21G 80 68 51.3

SK 49 12-21G 284 222 48.3

SK 50 15-21G 120 78 44.3

SK 51 17-19G 72 40 53.3

SK 52 17-19G 50 48 17.3

SK 53 15 16-18G 134 70 12.3

SK 54 17 17-17G 90 50 29.3

SK 55 14-18G 136 104 21.3

SK 56 17 15-18G 120 80 28.3

SK 57 12-15G 202 180 38.3

SK 58 12-15G 176 96 34.3

SK 59 11-16G 70 56 44.3

SK 60 17 12-16G 74 66 37.3

SK 61 17 12-17G 60 48 一

SP 1 16-20G 30 30 33.3

SP 2 17-20G 30 28 32.3

SP 3 16-20G 50 46 33.3

SP 4 16-20G 40 38 47.3

SP 5 17-20G 50 50 45.3

SP 6 17-19G 30 30 21.3

SP 7 16-19G 30 30 17.3

SP 8 17-19G 30 30 45.3

SP 9 16-20G 45 30 35.3

SP 10 16-20G 40 40 44.3

SP 11 15-20G 35 30 41.3

SP 12 17-19G 40 40 43.3

SP 13 7-21G 20 20 76.3

SP 13 16-19G 35 35 33.3

SP 14 15-19G 26 26 34.3

SP 15 16-19G 26 24 22.3

SP 16 16-19G 50 44 45.3

SP 17 16-19G 30 30 14.3

SP 18 15-19G 26 26 45.3

SP 19 15-19G 30 30 18.3

SP 20 15-19G 30 28 36.3

SP 21 15-19G 20 20 19.3

SP 22 14-19G 40 40 16.3

SP 23 14-19G 56 40 42.3
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検出された遺構

表4 遺構観察表(2)

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 24 15-19G 55 55 25.3

SP 25 16-19G 30 30 39.3

SP 26 17-19G 20 20 26.3

SP 27 16-18G 30 20 25.3

SP 28 16-18G 30 18 29.3

SP 29 17-17G 25 25 13.3

SP 30 17-17G 25 25 18.3

SP 30 17-17G 26 26 18.3

SP 31 16-18G 50 50 33.3

SP 32 16-18G 55 32 14.3

EP 33 16-17G 30 30 29.3

SP 34 16-17G 30 25 22.3

SP 35 16-18G 25 25

SP 36 16-18G 30 25 24.3

SP 37 15-18G 40 30 34.3

SP 38 16-17G 40 36 21.3

EP 39 16-17G 30 25 42.3

EP 40 16-17G 20 20 22.3

EP 41 15-17G 30 30 33.3

EP 42 16-17G 35 30 21.3

SP 43 15-18G 30 30

SP 44 14-17G 30 28 37.3

EP 44 15-17G 40 28 37.3

EP 45 16-17G 30 20 22.3

EP 46 16-17G 20 20 23.3

SP 47 16-16G 70 70 28.3

SP 48 16-16G 30 30 7.3

SP 49 16-16G 60 48 25.3

SP 50 17-15G 30 20 6.3

SP 51 17-14G 20 20 8.6

SP 59 17-13G 30 20 1.3

SP 60 17-13G 50 50 5.6

SP 68 16-13G 20 20 11.3

SP 69 16-13G 25 25 17.3

SP 71 16-13G 30 20 33

SP 72 15-13G 30 30 10.3

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 73 16-13G 30 25 10.3

SP 74 16-13G 20 20

SP 75 16-13G 20 20 一

SP 76 16-13G 20 15

SP 77 16-13G 20 10 8.8

SP 78 16-13G 35 25 11.3

SP 79 16-13G 30 26 8.3

SP 80 16-13G 30 30 18.3

SP 81 16-14G 30 25 9.3

SP 84 16-13G 20 20 15.3

SP 85 15-13G 20 20 12.3

SP 86 16-13G 20 15

SP 88 16-13G 50 50

SP 89 16-13G 30 20 一

SP 90 16-12G 20 20 2.3

SP 92 16-13G 50 25 2.3

SP 93 15-13G 30 30 10.3

SP 94 15-13G 30 30 6.3

SP 95 15-13G 20 20 一

SP 97 15-13G 60 50 8.3

SP 98 15-13G 30 30 11.3

SP 99 15-13G 76 45 14.3

SP 100 15-13G 76 45 14.3 SP100を 含む

SP 101 15-13G 40 40 10.3 SP99を 含む

SP 102 15-13G 30 30 11.3

SP 106 15-12G 55 55

SP 107 15-12G 35 35

SP 108 15-13G 30 30 0.3

SP 109 15-13G 40 40

SP 110 15-13G 65 38

SP 111 15-13G 40 40 一

SP 112 15-13G 45 45

SP 113 15-13G 30 30 一

SP 114 15-13G 30 30 一

SP 115 15-12G 30 30 6.3

SP 116 15-12G 20 20 5.3
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検出された遺構

表5遺 構観察表(3)

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 117 15-13G 45 30 3.9

SP 118 15-13G 50 50

SP 119 15-13G 50 50 一

SP 120 15-13G 40 38

SP 121 15-13G 50 45 16.3

SP 126 16-14G 20 20 0.3

SP 127 16-14G 30 28

SP 128 16-14G 30 40 6.3

SP 129 16-14G 25 25

SP 130 16-14G 50 50 8.3

SP 131 16-14G 10 10

SP 132 16-14G 30 20 一

SP 133 16-14G 30 30 0.3

SP 134 16-14G 30 30 5.3

SP 135 16-14G 25 25 2.3

SP 136 16-14G 20 15 3.3

SP 137 16-14G 50 25 7.3

SP 140 16-14G 40 20 3.3

SP 142 16-14G 50 50 12.3

SP 143 16-14G 20 20 7.3

SP 144 15-14G 40 40 4.3

SP 145 15-14G 60 50 12.3

SP 146 15-14G 30 30 一

SP 147 15-14G 20 20

SP 148 15-14G 30 30

SP 150 15-14G 30 30 3.3

SP 151 15-14G 30 30 5.3

SP 152 15-14G 30 10 一

SP 153 15-14G 15 15

SP 154 15-14G 30 30 一

SP 155 15-14G 25 25

SP 156 15-14G 20 20 一

SP 157 15-14G 50 30

SP 159 15-14G 68 38

SP 160 15-14G 30 30 一

SP 161 15-14G 20 20

SP 162 15-15G 34 32 一

SP 163 15-14G 20 20

SP 164 15-15G 40 35 9.3

SP 165 15-15G 20 20

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 166 15-15G 20 20 一

SP 167 15-15G 10 10

SP 168 15-14G 20 20 一

SP 169 15-15G 25 20 5.3

SP 170 15-15G 30 20 5.3

SP 171 15-15G 60 45 3.3

SP 172 15-15G 70 60 12.3

SP 173 14-15G 20 20 一

SP 174 14-15G 26 25

SP 175 13-15G 40 25 一

SP 176 14-15G 20 20

SP 177 14-13G 45 45 一

SP 177 14-13G 45 40

SP 181 13-15G 20 20 14.3

SP 182 13-16G 35 35

SP 184 12-15G 50 50 34.3

SP 185 12-15G 20 20 一

SP 186 12-15G 40 35 44.3

SP 187 12-15G 80 50 38.3

SP 188 11-15G 25 25 23.3

SP 189 12-14G 15 15 一

SP 190 11-14G 20 20 25.3

SP 192 11-14G 30 30 34.3

SP 193 11-14G 45 30 25.3

SP 198 11-15G 50 50 27.3

SP 199 11-15G 20 20 39.3

SP 200 11-16G 30 30

SP 201 11-21G 26 26 31.3

SP 202 11-21G 32 28 37.3

SP 203 11-22G 20 18 15.3

SP 204 11-22G 40 36 48.3

SP 206 8-22G 22 20 71.3

SP 207 8-22G 26 26 74.3

SP 211 7-21G 30 26 73.3

SP 222 16-18G 30 30 一

EP 223 16-17G 30 30 26.3

SP 224 15-18G 70 65 29.3

SP 224 16 15-18G 78 70 28.3

SP 225 12-14G 30 30 一

SP 226 14-20G 60 50 44.3
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検出された遺構

表6 遺構観察表(4)

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 227 14-20G 30 30 52.3

SP 228 14-20G 30 20 47.3

SP 229 14-21G 30 20 52.3

SP 230 14-21G 30 28 55.3

SP 231 13-21G 32 30 55.3

SP 232 13-21G 30 30 57.3

SP 233 17-18G 32 30

SP 234 17-19G 22 22 30.3

SP 235 17-19G 36 36

SP 236 17-19G 25 25 一

SP 238 17-19G 30 30 33.3

SP 239 17-19G 35 30 31.3

SP 239 16-19G 30 30 36.3

SP 240 17-19G 30 30 16.3

SP 241 17-19G 26 26 24.3

SP 242 17-19G 25 25 24.3

SP 243 17-19G 50 30 36.3

EP 244 17-17G 30 30 16.3

SP 245 17-17G 25 20 21.3

EP 246 17-18G 45 30 20.3

SP 247 17-17G 36 20 15.3

SP 248 17-17G 40 30 20.3

SP 249 16-17G 25 25 22.3

SP 250 16-18G 40 28 16.3

SP 251 16-18G 25 20 41.3

EP 251 16-18G 35 35 35.3

EP 253 16-18G 56 50 30.3

SP 254 16-18G 36 40 33.3

SP 255 16-18G 52 35 32.3

SP 256 16-18G 34 32 23.3

SP 257 16-17G 30 34 一

SP 258 15-17G 40 30 25.3

SP 259 16-17G 30 30

SP 260 15-17G 35 32 15.3

遺構種別 遺構番号 挿図番号 位 置 長軸(cm) 短軸(cm) 深度(cm) 備 考

SP 261 15-17G 30 30

SP 262 15-17G 40 40 31.3

SP 264 15-18G 40 40 33.3

SP 265 15-18G 50 30 26.3

SP 266 17-19G 28 28 20.3

SP 267 14-18G 60 50 42.3

SP 268 12-15G 30 20

SP 269 12-16G 20 20

SP 270 12-16G 40 35

SP 271 12-16G 20 20 一

SP 272 12-16G 20 20 一

SP 273 12-16G 40 20 一

SP 275 12-16G 25 25 33.5

SP 276 12-15G 25 25

SP 278 12-17G 30 26

SP 284 12-17G 30 30 46.3

SP 285 12-17G 30 30 37.3

SP 286 12-17G 30 30 一

SP 287 12-17G 25 20 48.3

SP 288 14-16G 30 30 19.3

SP 289 14-16G 30 25 26.3

SP 290 14-16G 30 30 23.3

SP 291 14-16G 30 28 33.6

SP 292 12-16G 50 48 20.3

SX 1 12 14-14G 552 310 37.3

SX 2 12 13-14G 480 300 32.3

SX 3 12 13-14G 326 168 38.3

SX 4 13 14-16G 496 20.3

SX 5 12-16G 1060 14.3

SX 6 14 11-15G 826 23.3

SX 7 14 11-14G 800 470 46.3

SX 9 10-14G 544 322 34.3

SX 8 11-14G 320 194 33.3

SX 11 11-17G 1060 29.3
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出土した遺物

V出 土 した遺物

谷 柏J遺 跡 で は、 第2次 調 査、 第3次 調 査 を通 して、 土製 品 として は土器 ・須恵器 ・陶磁器

な どの焼 き物 、そ の他 と しては、 石 製品 ・木製 品 ・金属 製 品な どの遺物 が 出土 した。

土 器 ・須恵 器 ・陶磁器 として は古墳 時代 の土 器群 、古 代(奈 良 ・平安 時代)の 土器 と須 恵器 、

中世 の陶磁 器 、近現 代 の陶磁 器 が ある。石 製 品 と して は硯 、 砥石 が あ る。木 製 品 と して は漆器

椀が あ る。 金 属製 品 として は銭、 釘、 不 明鉄製 品 の遺物 が 出土 した。

次 に、 各 々 につ いて 詳述 して行 きた い。

なお取 り上 げた遺 物 は、 可能 な限 り実測 図 として 表 した。 また、 遺物 の持 つ 要素 につ いて は、

表6・7と して ま とめて ある ので参考 にされ た い。 また、 図版 には()と して数字 を設 けて

あ るが これ は、表6・7の 一覧 と符合 す る。 あわせ て参考 に され た い。

1出 土 した土器 、 陶器、 磁器

第1群 土器 古 墳時代 の 土器(第22図 図版15表6)

壷(1・2・3・4)と 小型 の鉢(6)、 さ らに器台(8)が 出土 して いる。壷(1)は 、土

坑SK33(第15図)の 中央 部 に単体 で埋 納 され て いた もので、 口縁部 を欠 くもののほ ぼ完 形で 出

土 した。 内外 面 とも条痕 が見 え、そ の上 を さ らにナデ て整形 して いる。 底部 は小 さ く底部 中央 は

やや窪 む。器 台(8)は 皿 状 の器 形 の裾 が広 が る形 とな ってお り、 中央 にある貫 通孔 は大 きい。

4～5世 紀 代 の古 墳 時代 の遺物 で あ るが、そ の編 年 的位 置 は なお整理 が必 要 で ある。

第2群 土器 奈 良平 安時代 の土 器(第23～32図 図版14・16表6・7)

須 恵器 と赤 焼 き土器 が 出土 して いる。そ れぞ れ を第1類 、 第2類 とす る。

第1類 の須 恵器 の器種 は、1一 杯(第23・24・25図)、2一 蓋(第24図)、3一 耳杯(第24

図)、4一 甕(第26図)、5一 壷(第26図)、6一 鉢(第26図)、7一 横 瓶?(第26図)、8一 不

明製 品(第26図)に 分 け られ る遺物 が 出土 して い る。

圷 は、少 な くとも時間 幅が存 在す る もの とお もわれ るが、 ま とま り毎 に説 明 した い。

・1-Aヘ ラ切 りによ る底 径 が大 き く立 ち上 が りも急 で ある もの(10)

器 壁 の厚 さ も薄 く底 部破 片 しか残 され て いな いが、 箱型 をな す器 形 を呈 し、 古 手 の一群 と

考 え られ よ う。今 回 の出土 遺物 の 中で は、 この1点 のみ の出土 で ある。

・1-Bヘ ラ切 りによ る底 径 がAよ りも小 さ いが 、や や大 ぶ りな底部 を持 ち、 立 ち上 が りは

や や ゆるや か にな る もの。(11～14)

底部 の器壁 の厚 さが、Aよ りも厚 くな る。 底部 破片 しか 残 されて いな いが、 ほか の圷 と較

べ る と区別す る ことがで き る。 底部 の作 りがCよ りも薄 い ものが ある。

・1-Cヘ ラ切 りによる底 径がAよ りも小さいが、やや大ぶ りな底部 を持ち、立 ち上が りはややゆ

るやかにな りなが らも、器 高は低 く、一部 には玉縁状の 口唇形態が見受 けられ るもの(15～23)。

底 部が きちん と面取 りされ、 立 ち上が る もの(15～17)。 玉縁状 に外 反す る 口縁 を持 ち、 口

径 は大 き く器 高 は低 い もの(21・22)、 底部 の作 りは 凹凸 がみ られ る もの もあ る(18～23)。
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・1-Dヘ ラ切 りによ る底 径 は小 さ くな り、 立 ち上 が りはやや急 にな りなが ら、器 高 も高 く

な る もの(24～26)。

底部 がや や 小 さ くな り、 急 に立 ち上 が る もの(24・26)。 同様 の器 形 を取 りな が ら、 玉縁

状 に外 反す る 口縁 を持 ち、 底部 の作 りは凹 凸が み られ るものが あ る(25)。

なお、30～44の 口縁部 破片 のみ の提 示 され た遺物 につ いて は、1-A～Cの いず れ かの 口

縁 部 を形成 す る もので あろ う と考 え られ る。

・1-E高 台付 き圷 で ある。 ヘ ラ切 りによ るやや 大ぶ りな底部 を持 ち、立 ち上が りはや や急

にな りなが らも、 器 高は高 い、 また底部 には高台 が付 くものが あ る(27～29)。

・1-F糸 切 りによる底径 が大 き く立 ち上 が りも急 であ る もので、椀 型 を呈 す る もの(51・

52)器 壁 の厚 さは厚 く、古 手 の一群 と考 え られ よ う。今 回 の出土 遺物 の中で は、 この2点 の

み の 出土 で あ る。

・1-G糸 切 りによ る底 径 がGと ほ ぼ 同 じで あるが、や や 大ぶ りな底 部 を持 ち、 立 ち上 が り

はや や ゆ るや か にな る もので あ る。(53、54)

・1-H糸 切 りによる底径 が 前者 よ りも小 さ く立 ち 上が りも急 で ある もので、 椀 型 を呈 す る

もの(55～59)器 壁 の厚 さは厚 く、 焼 きの甘 い もの も多 い。

なお、(60～64)は 、 糸切 りに よる底部 整形 を もつ もので あ り、G～1の 一群 を形成 す る

もの と考 え られ る。 また、(69～71)も 底 部 は不 明で あ るが、 口縁部 の形 態 か らして、G～

1の 一群 を形成 す る もの と考 え られ る。

・1-1高 台付 き圷 で ある。糸 切 りによ るや や大 ぶ りな底 部 を持 ち、 立 ち上 が りはやや 急 に

な りな が らも、器 高 は高 い、底 部 には高 台が 付 く(65～68)。

以上 の1の 須 恵器圷 の年代観 は、 大 まか には、8世 紀後 半か ら9世 紀 中葉 まで あ る と考 え

られ る。1-Aな どはやや 古 い様相 もあ るが、遺 構毎 に明確 に分離す る こ とはで きな か った。

・2須 恵器 杯 と組 み合 う蓋 で あ る と考 え られ る(45～47) 、(47)は カ エ リが外 側 に飛 び 出

し、 低平 で あ る。

・3耳 圷で あ る。 ヘ ラ切 りによ る小ぶ りな底 部 を持 ち、 立 ち上 が りは急 にな りな が ら、 器高

は高 い、 また 底部 には高 台 が付 く もの(48～50)。(48)は 耳 が 付 かな い部 位 で あ るが、直

立 す る器 形 で ある ことか ら、耳 圷 であ る と考 えた。

・4甕 で ある(74・75・86～93) 。(74)は 、大 ぶ りな甕 で あ り、 本遺 跡で の 出土 事例 は 少

な か った。

・5壷 で あ る(76～80・85) 。長 頚 瓶 とお もわれ るが、 大 き い もの(81、85)と 小 さい も

の(76～80)が あ る。

・6鉢 で ある と考 えて いる(82) 。 おそ ら く高台 を もつ鉢 とな る ので あろ う

・7横 瓶?で あ ろ う(84) 。 内側 と思 わ れ る部分 に、 自然降 下粕 の掛 りが な く、 外 面 と思わ

れ る部分 に、 粕 がか か って いる こ とか ら、 閉塞 を した器 形 と考 え、横 瓶 と考 えた。

・8不 明製 品(83) 。 器形 は判 然 としない。

第2類 の赤 焼 き土 器 の器 種 は、1一 圷(第29図 図版18)・2一 小 型 壷(第28・32図 図版

37



出土した遺物

18)・3一 長胴甕(第28・30・31図 図版14・18・19)・4一 三 足鍋?(第32図)、5一 器形

不 明(第32図 図版18)に 分 け られ る遺物 が 出土 して いる。

杯 は、少 な くとも時間 幅が存 在す る もの とお もわれ るが、 ま とま り毎 に説 明 した い。

・1圷 は、 内面 が黒色処 理 されて いる もの(119～121)と 、黒 色処理 がな されず椀型 に立 ち

上 がる器形 を持 つ ものが ある(105～112)。 底径 も大 きいもの と小 さい ものが ある。 また、底

部外 面 に菊花状押 圧 を持 つ ものが あ り(116図 版20)、 時期 的 に後 出す る もの と考 え られ る。

・2小 型壷 は、 高 さが15～20cmほ どの ものが 多 い(122～127・137・138)

・3長 胴甕 は、 内外 とも に条 痕 によ り調整 され る もの(128～129)と 、 お もにヘ ラによ る

調 整が表 面 に見 られ る もの(133・134・136)や 、条 痕 によ る調 整の あ とに、ナ デが見 られ、

内部 には青 海波 が見 られ る ものな どもある(135)

・4三 足鍋 の底 部破 片 と思 われ る、 脚部 が 出土 して い るが 判然 と しな い(141)

・5器 形不 明 の遺 物 で ある。土 師質 で あ り、 胴部 をたが状 の 凸帯で、 締 め 回す様子 は、 円筒

埴輪 に似 るが詳細 な検 討 は、破 片 であ るた めで きな い(139)

第3群 中世の 陶磁器(第32図 図版18)

中世 の陶磁 器が 出土 して い る。 陶器 は珠 洲焼 きの甕 の体 部 破片 と思 われ る(145)、 磁器 は竜

泉窯 系 の碗 で あ り、体 部 には鏑 蓮弁 文 を持 つ(149)。 いず れ も13世 紀 か ら14世 紀 にか けて の

時期 に所 属す る もので あ ろ うと考 え らえ る。

第4群 近 現代 の陶磁 器(第32図 図版20)が あ る。

摺 鉢が あ る(142～144)。 この他 に一 部 には、 肥前磁 器 と思 われ る碗 も見 られ る。

2出 土 した石 製品(第32図 図版20)

出土 した石製品は硯、砥石がある。硯はやや黒 っぽい発色 を呈す るもの(146)と 、やや青みが発

色を呈す るもの(147)と があるが、産地を同定するにはいた らなか った。(146)の 硯 には、 「四月」

とい う刻銘が存在す る。砥石はやや青っぽい発色 を呈 している(148)。 よ く使い込 まれ、おそ らく

使用途 中に中央か ら破損 した もの と考 え られる。 これ らはいつれ も中世墓か らの出土で ある。

3出 土 した木製品(付 編)

出土 した木製品としては漆器椀がある。漆器文化研究所により理科学分析がなされた。その

結果によると、 この椀は 「普及型の安価な漆器ではなく、上質な漆器に属する」ものであり、

その時期は、江戸期の可能性が高いと報告されている。

4出 土 した金属 製 品(第11図 図版20)

出土 した金 属製 品 として は銭、釘 、不明鉄 製 品 の遺 物 が ある、銭 は 『開元通 寳』(155)、 『□

平元 寳』(156)、 『寛永 通 寳』(157)、 『大 平 通寳』(159)と 、不 明 銭(158)が あ る。 これ ら

は、 中世 墓か らの出土 が多 い。釘 は二 点 出土 して い る(151・152)。 不 明鉄 製 品は3点 出土 し

て い るが、 そ の性 格 につ いて は明 らかで はな い。
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出土した遺物

表7 遺物観察表(1)

Nα 種 別 器 種
口 径

()
底 径
()
器 高
()

出土地点

1 土師器 壷 50 RP13

2 土師器 壷 (73)
一 一 9-22G

3 土師器 甕 一 一 一 8-22G

4 土師器 壷 一 一 一 8-22GRP3

5 土師器 壷 一 一 一 B-22GRP4

6 土師器 壷 (80)
一
(47) 9-22GRP10

7 土師器 壷 (120) 一 一 SX7

8 土師器 器台 90 116 93 9-22GRP11

9 土師器 甕 一 一 一 SX6X-0

10 須恵器 圷 一 (190) 一 SX6

11 須恵器 」不 一 (78) 一 X-0

12 須恵器 圷 一
(75)

一 SX2

13 須恵器 圷 一 (76) 一 X-0

14 須恵器 」不 一 (68) 一 X-0

15 須恵器 圷 一 (75) 一 SX2

16 須恵器 」不 一
(78)

一 SX1

17 須恵器 圷 一 (68) 一 X-0

18 赤焼土器 圷 一 (86) 一 X-0

19 須恵器 」不 一
(75)

一 SX2

20 須恵器 圷 (118) (60) 27 SX1

21 須恵器 圷 (146) (70) 30 RP35SX3

22 須恵器 圷 (160) (86) 30 SD1-NO3ベ ル ト

23 須恵器 圷 (140) 68 33 SX5

24 須恵器 」不 (130) (64) 35 SX2

25 須恵器 圷 (154) 70 40 SXIRP34RP37X-0

26 須恵器 圷 (130) (60) 39 SX2

27 須恵器 高台圷 一 81 一 RP9

28 須恵器 高台圷 (14) (96) (49) SX6SK58

29 須恵器 高台杯 一 (66)
一 X-0

30 須恵器 圷 (148) 一 一 X-0

31 須恵器 圷 (142) (66) 43.5 X-OSD-1SP224

32 須恵器 圷 (135)
一 一 SK6SX3

33 須恵器 圷 (148) 一 一 SX4SD1-NO112-16G

X-0

34 須恵器 」不 (148) 一 一 SX5

35 須恵器 圷 (146)
一 一 SKIlX-0

36 須恵器 圷 (140) 一 一 SX6X-0

37 須恵器 圷 (130) 一 一 SX6

38 須恵器 圷 (166)
一 一 SX7

39 須恵器 」不 (150) 一 一 SD1-NO3ベ ル ト

40 須恵器 圷 (149) 一 一 SX7

Nα 種 別 器 種
口 径

()
底 径
()
器 高
()

出土地点

41 須恵器 杯 (136) 一 一 X-0

42 須恵器 圷 (135)
一 一 X-0

43 須恵器 圷 (148) 一 一 SK7X-0

44 須恵器 圷 (148) 一 一 SX6

45 須恵器 蓋 一 一 一 RP35

46 須恵器 蓋 (160)
一 一 SX6SX7SD1-NO2SK24

12-14G

47 須恵器 蓋 (140) 一 一 SX2

48 須恵器 圷 (138) 一 一 SD1-NO2ベ ル ト

49 須恵器 耳杯 (550) (66) (57) SX6SX7

50 須恵器 耳杯 一 一 一 RP4

51 須恵器 杯 (140) 7.6 4.5 SX7

52 須恵器 圷 (138) (68) 43 SXISX2X-0

53 須恵器 圷 (70) (65) 44 SX7

54 須恵器 杯 (150) (64) (41) RP21

55 須恵器 圷 (650) 25 47 SX4RP25

56 須恵器 杯 (140) (64) 48 X-ORP2

57 須恵器 圷 (138) 54 45 SK16

58 須恵器 圷 (130) (54) 48 SX5SX6

59 須恵器 杯 (138) 54 48 SX4SX6

60 須恵器 圷 一 (54) 一 SX6

61 須恵器 圷 一 (60) 一 T2

62 須恵器 圷 一
(50)

一 SK57

63 須恵器 圷 一 50 一 SX4

64 須恵器 杯 一 (50) 一 T2

65 須恵器 高台圷 一
(78)

一 X-0

66 須恵器 高台圷 一 68 一 X-0

67 須恵器 高台圷 一 (62) 一 SX11

68 須恵器 高台圷 一 (58) (43) X-0

69 須恵器 杯 (158)
一 一 SX7

70 須恵器 圷 (145) 一 一 SXIRP34

71 須恵器 圷 (142) 一 一 SX7

72 須恵器 圷 (140)
一 一 SX4RP25

73 須恵器 圷 (145) 一 一 SX4X-0

74 須恵器 甕 一 一 一 SX13ST3RP31RP28

75 須恵器 甕 一 一 一 X-OSD1

76 須恵器 瓶 一 一 一 X-0

77 須恵器 瓶 一 (25) (76) RP34

78 須恵器 瓶 一
(80)

一 X-0

79 須恵器 瓶 一 (40) (38) X-0

80 須恵器 瓶 一 (60) 一 X-0
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表8 遺物観察表(2)

Nα 種 別 器 種
口 径

()
底 径
()
器 高
()

出土地点

81 須恵器 瓶 一 (45) 一 T6

82 須恵器 鉢 (220)
一 一 ST1

83 須恵器 甕 一 (80) 一 X-0

84 須恵器 横瓶 SX1

85 須恵器 瓶 一
(110) (1L5) SX5RP17

86 須恵器 甕 (210)
一 一 ST3SKllSK27

87 須恵器 甕 一 一 一 SX7

88 須恵器 甕 一 一 (109) SG64

89 須恵器 甕 一 一
(119) SD1-NO213-8G

90 須恵器 甕 一 (70) (94) 12-19

91 須恵器 壷 一 一 一 SX1

92 須恵器 甕 一 一 一 X-0111-NE

93 須恵器 甕 (140) RP27RP29ST3X-0

94 赤焼土器 甕 SX6SX7

95 赤焼土器 甕 一 一 一 SX3RP39

96 赤焼土器 甕 一 一
(111) SX7

97 赤焼土器 甕 一 (80) (47) SX4RP32

98 赤焼土器 甕 一 (96) 一 SXISX7

99 赤焼土器 甕 一
(40,5) (70,7) SX2X-0

100 赤焼土器 甕 一 (4α5) 一 SX1

101 赤焼土器 甕 一 (40) (31) RP19

102 赤焼土器 甕 一 80 (46) ST3

103 赤焼土器 甕 一 (80) 一 SX1

104 赤焼土器 甕 一 (90) (73) ST3SX2RP26

105 赤焼土器 圷 (138) (60) 43 SX4

106 赤焼土器 圷 (130) (66) (38) RP14

107 赤焼土器 圷 (72) (48) (48) SK56SP43

108 赤焼土器 圷 (130) (32) 38 9-20GX-O

109 赤焼土器 」不 (138) (54) 53 SX4

110 赤焼土器 圷 一 (50) 一 X-0

111 赤焼土器 圷 一 (40) 一 SD1-NO3

112 赤焼土器 圷 (140)
一
(37) ST3SKllSK13

113 赤焼土器 圷 一 (60) 一 SX4

114 赤焼土器 高台杯 一 (70) 一 X-0

115 赤焼土器 圷 一
(50)

一 SXgX-OSD1

116 赤焼土器 高台圷 一 (40) 一 SX4

117 黒色土器 圷 一 (70) 一 12-16G

118 黒色土器 高台圷 一 59.5 一 X-OSD

119 黒色土器 」不 (136) (66) 45 RP23SX4SX6

120 黒色土器 圷 (138) 32 50 RP5

Nα 種 別 器 種
口 径

()
底 径
()
器 高
()

出土地点

121 黒色土器 杯 (119) 一 一 SX4RP25

122 赤焼土器 壷 (114)
一 一 SX1

123 赤焼土器 壷 (130) 一 一 SX3RP39

124 赤焼土器 壷 (162) 一 一 X-0

125 赤焼土器 壷 (60)
一 一 SX4RP25

126 赤焼土器 壷 (141)
一 一 ST3RP18

127 赤焼土器 壷 (130) 一 一 SK9

128 赤焼土器 甕 (260) 69 355 ST3RP18

129 赤焼土器 甕 (264) (80) (332) ST3RP18

130 赤焼土器 甕 (240) 一 一 RP36

131 赤焼土器 甕 (230) 一 (138) SX3RP39

132 赤焼土器 甕 (238)
一 一 SX1

133 赤焼土器 甕 (228) X-0

134 赤焼土器 甕 (96) (162) RPIX-0

135 赤焼土器 甕 252 RP22ST3

136 赤焼土器 甕 (192) RP15SP91

137 赤焼土器 壷 (122) (72) (113) SXIRP34RP26

138 赤焼土器 甕 一 一 一 SX7

139 赤焼土器 不明 X-0

140 赤焼土器 甕 一 (70) 一 SX9

141 赤焼土器 鍋足 一 一 一 SX9

142 陶器 摺鉢 一 一 一 X-0

143 陶器 摺鉢 一 一 一 X-0

144 陶器 摺鉢 一 一 一 X-0

145 珠洲 甕 一 一 一 X-0

146 硯 背面に刻書

147 硯

148 砥石

149 青磁 碗

150 鉄 不明鉄製品

151 釘

152 釘

153 鉄 不明鉄製品

154 鉄 不明鉄製品

155 古銭 2-SK11開 元通寳

156 古銭 SD1□ 平元寳

157 古銭 寛永通寳

158 古銭 口口通寳

159 古銭 X-0、 大平通寳
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まとめ

VIま とめ

今回の発掘調査は、日本道路公団の東北中央自動車道相馬 ・尾花沢線(上 山～東根間)の 建

設工事に伴って実施された ものである。発掘調査は、平成10年 度(第2次 調査)と 平成11年 度

(第3次 調査)の2力 年 にわたって行われ、第2次 調査 では遺跡内の高速道路予定地の側道部

分の620㎡ 、第3次 調査では本線部分の2,900㎡ が調査対象 とな り実施 された。

調査では、奈良 ・平安時代と考えられる土坑 ・柱穴 ・溝跡、中世 ・近世の埋火葬遺構と考え

られる遺構や、古墳～平安時代の土師器 ・須恵器、中世陶器 ・近世陶磁器などの遺物が検出さ

れた。また、出土遺物としては、土製品としては土器 ・須恵器 ・陶磁器などの焼き物、その他

としては、石製品 ・木製品 ・金属製品などの遺物が出土した。

遺構は発掘区全域に分布しているわけではない。調査区の東側には、地上から1mほ どの深

さの場所 に、古墳時代の遺物が集中し、一部には土坑の遺存も見受けられた。調査区の西側に

かけては古代の遺構が集中している。調査区の東側に中世墓を中心とする墓域が存在 していた。

遺物と遺構の集中から見ると、調査区のより南側に竪穴住居跡が存在していることから、遺跡

はさらに南側につながる可能性が高い。

・古 墳時 代 の遺構 と遺物 は地 上 か ら1mほ どの深 さの場 所 に集 中 し、厚 く堆 積 したや や粗 い砂

層 をか ぶ って、遺 構 ・遺物 が存 在す る ことがわか った。 壷 と小 型 の鉢 、 さ らに器 台が 出土 し

た。 壷 は、 土坑SK33の 中央 部 に単体 で埋 納 され て いた もので、 口縁 部 を欠 く ものの ほ ぼ完

形 で 出土 した。 いつ れ も4～5世 紀 代 の遺物 で あ る と考 え られ る。 この時期 の遺構 は これ の

み で あ り、 主体 的な 時期 で はな い。

・古 代 の遺 構 と遺 物 は、調 査 区西 側 にか け ては集 中 し、 小河 川 が 中央 を流 れ て い る こ とか ら、

この小河 川 によって 形成 され た、 自然堤 防上 に立 地 して いる もの とお もわれ る。河 川 を挟 ん

だ両側 に、 掘建 柱建物 と竪 穴住 居 が分布 して いる景観 とな る。 須恵器 と赤 焼 き土器 が 出土 し

て いる。 須 恵器 の器種 は、 圷、 蓋、 耳圷 、甕 、壷 、鉢、 横 瓶?、 不 明製 品が 出土 して い る。

赤焼 き土 器 の杯、 小型壷 、長 胴甕 、三 足鍋?,器 形 不 明製 品が 出土 して いる。遺 物遺 構 と

も充実 して お り、 この8世 紀末 ～9世 紀 中頃の時 期 が、 この遺 跡 の主体 とな る時期 と考 え ら

れ る。

・中世墓 は確 認 された遺 構面 よ りも、約50cmほ ど高 い、調査 区 の東南 隅 に集 中 して い る。 この

外 には 中世 墓 は調査 区 の中で は見受 ける ことがで きなか った。 遺構 か らは硯、 砥石 、銭 、釘 、

不 明鉄 製 品が 出土 し、 火 葬遺構 も検 出され た。

・そ の他 の遺構 遺 物 として は、 中世 の陶磁 器や 、近 世 の陶磁 器や 漆器 な どが 出土 したが、 明確

に遺構 と して捕 らえる ことは で きなか った。

これ らの ことか ら、 本遺 跡 には、古 墳 時代 ・古代 ・中世 ・近世 に人 々が居 住 し生活 を営 ん で

い る こ とが判 明 し、 そ の 中心 時期 は8世 紀 末 ～9世 紀 中頃 に当 たる事 がわ か った。
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山形県
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大字谷柏

6201 84 38度

12分

46秒

140度

17分

26秒

19980721

～19980904

19990421

～19990623

620

2,900

東北中央自動車

相馬・尾花沢線

(上山～東根間)

建設工事

種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

集 落 跡 古墳時代 土坑 土師器 古 墳時 代 か ら営 まれ た

遺跡であ り。古代 には集

落 跡 と して 営 まれ て い

た。

さらに中世に入 り、墓域

として、営 まれた。

近 世 の遺 構 は確 認 で き

ないが、痕跡が残ってい

る。

(総出土箱数:18)

奈良平安

時代

土坑

竪穴住居

掘立柱建物

須恵器

赤焼土器

墓 域 中世 墓坑

中世陶器

中国陶磁器

石製品

金属製品

集 落 跡 近世 漆器 ・陶磁器
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谷柏J遺 跡 の自然科学分析

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社

は じめに

谷柏J遺 跡は本沢川扇状地扇端部の微高地上に立地 し、 これまでの発掘調査 により古墳時代～

奈 良 ・平安時代の掘立柱建物跡や河川跡お よび中世～近世の墓域 などが検 出されている。前回の

自然科学分析調査では、墓坑 とみ られる土坑 において遺体埋納の有無を検証す るために リン ・カ

ルシ ウム分析 を行 った。その結果、骨片が多量に含まれる土坑では リン酸お よびカルシウム含量

が極 めて高 く、火葬による骨片や炭化材が埋積 された とす る考古学的所見を裏付 ける結果が得 ら

れた。

今回 は、中世の火葬土坑の可能性 がある遺構お よび9世 紀代 とされ る竪穴住居跡 において、遺

構の内容物 に関する自然科学分析調査 を実施す る。 この うち、火葬土坑 については遺体の埋納の

有無を検証するために リン ・カル シウム分析、竪穴式住居跡についてはその床面に見 られた黒色

土の 由来を明 らかにするために土壌理化学分析 を行 う。 さらに同住居跡か ら検出 された炭化材お

よび火葬土坑の炭化材の樹種同定 を行 う。

1,土 坑SK43へ の遺体埋納 に関す る調査

(1)試 料

調査対象は、火葬 土坑 と考 え られてい るSK43で ある。土坑は平 面プ ランが不規則 な円形を呈

し、覆 十中には骨片 と考 えられ る白色粒子お よび炭化物が多量 に混入 している。

分析には、試料番号RN1(骨 片、炭)SK43の1点 を用いる。なお、試料は 白色の骨片 と考え ら

れる粒子および炭化物を多量に含み、土壌はごく微量含 まれ るに過ぎない。そのため、白色粒子

を中心に土壌 を含 めて分析試料 とした。

(2)分 析方法

測定は、十壌養分測定法委員会(1981)を 参考 に、 リン酸含量は硝酸 ・過塩素酸分解 一バナ ド

モ リブデ ン酸比色法、カルシ ウム含量は硝酸 ・過塩素酸分解 一原子吸光光度法でそれぞれ行 う。

以下に、各項 目の操作工程 を示す。

1)試 料 の調整

試料を風乾後、軽 く粉砕 して2.00㎜ の節を通過 させ、風乾細土試料 とす る。 また、 この水分量

を加熱減量法(105℃ 、5時 間)に より測定する。

2)リ ン酸 ・カルシウム含 量

風 乾細土試料2.00gを ケルダール分解 フラスコに秤量 し、は じめに硝酸約5mlを 加 えて加熱分

解する。放冷 した後、過塩素酸約10mlを 加 えて、再び加熱分解 を行 う。分解終了後、水で100ml

に定容 して、ろ過す る。ろ液の一定量 を試験管 に採取 し、 リン酸発色液 を加 えて分光光度計によ
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りリン酸(P205)濃 度を測定す る。

別 に、ろ液の一定量 を試験管に採取 し、干渉抑制剤 を加 えた後 に原子吸光光度計に よりカルシ

ウム(CaO)濃 度を測定す る。 これ ら測定値 と加熱減量法で求めた水分量か ら乾土あた りの リン

酸含量(P205mg/g)と カル シウム含量(CaOmg/g)を 求める。

(3)結 果

結果を表1に 示す。

表1SK43の リン ・カル シウム分析結果

試 料 名 土 性 土色P205(mg/g)CaO(mg/g)備 考

RNISK43SLN1.5/0黒235.35345.76骨 片 ・炭 を多 く含 む

土色:マ ンセル表色系に準 じた新版標準土色帖(農 林省農林水産技術会議 監修,1967)

土性:土 壌調査ハ ン ドブ ック(ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外 土性

SL:砂 壌土(粘 土0～15%、 シル ト0～35%、 砂65～85%)

わず かに含 まれ る十壌 の土性 は 、粘 土 分が あ ま り含 まれ な い砂 壌 土で あ る。 また、 土色 は炭 を

多 く含 む た め、黒色 で ある。

リン酸 は235.35P205mg/g、 カル シ ウム は345.76CaOmg/gと 極 めて 高い含 量 で あ る。

(4)考 察

SK43覆 土 には、粘 土分 が あ ま り含 まれて いな か った。 土壌 中 の粘 土分 は理化 学成分 を保 持 しや

す く、粘 土含量 の高 い 土壌 は外部 か ら付加 され た理化 学成 分 が残留 しや す い。 その た め、覆 土 に

は遺 体成 分 が残 留 しに くい と推 察 され る。

ところで、 土壌 中に含 まれ る リン酸 の量 、 いわ ゆ る天 然賦 存 量 は約3.OP205mg/g程 度 とされ る

(Bowen,1983;Bolt・Bruggenwert,1980;川 崎 ほか,1991;天 野 ほか,1991)。 ま た、人 為 的

な影 響 を受 けた黒 ボ ク土の 平均 値 は5.5P20smg/gと の報告 もあ る(川 崎 ほか,1991)。 さ らに、

当社 で の分析 例 で は骨 片 な どの痕跡 が認 め られ る土壌 で6.OP205mg/gを 越 える場合 が 多 い。 これ

らの値 を著 しく越 え る土壌 で は、外 的要 因(お そ らく人 為的影 響 に よる もの)に よ る リン酸成 分

の 富化 が指 摘 で き る。 また 、カル シ ウム含量 の天 然 賦存 量 は普 通1～50CaOmg/g(藤 貫,1979)と

され 、 その範 囲 は リン酸 よ りも明 らか に大 きい。

今 回 の結果 を比較 す る と、 リン酸 ・カル シ ウム成分 の富化 が著 しい と言 える。 覆 土 中に理化 学

成 分 が保 持 され に くい とすれ ば、今 回の結果 は 白色粒 子 の成 分 を反 映 して い る。 この点 を考慮 す

れ ば、 白色粒 子 は骨片 と考 え られ る。

した がっ て、土坑 内 に は多量 の骨 片が混在 してい る と言 え る。 多量 の炭化 物 の存在 も考慮す れ

ば 、発掘 調査 所見 の よ うに本 土坑 が火 葬 の跡 で ある可能 性 が高 い。

2.竪 穴住居跡ST1の 床 面黒色土に関す る調査

(1)試 料

調査対象は、9世 紀代 とされ る竪穴住居跡ST1の 床面に貼 り付いていた黒色十である。ST1覆 土
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は1～4層 に分 層 され 、1層 は灰 黄褐 色粘 土 、2層 は褐灰 色粘 土 、3層 は黒色粘 土 、4層 は灰 黄

褐 色 粘 土 と され る。試 料 は3層 の 黒色 土(ST1=ヒ 壌 サ ンプル)1点 で、3層 は床 面 の一 部 に広 が

りにぶ い黄褐 色 土が斑 状 に混在 す る とされ る。

(2)分 析 方法

今 回 の分析 では、 土壌 の母材 の性 状 に 関わ る粒 度 組成 、動植 物 に 由来 す る腐 植 含量 、腐植 の性

質(光 学性)を 表 わすMI値(MelanicIndex)を 調べ る。

土壌 理化 学 分析 につ いて は、粒 径 組 成 は ピペ ッ ト法(土 壌 標 準 分析 ・測 定法 委員 会,1986)、

腐 植 含 量 は チ ュー リン法(土 壌標 準 分 析 ・測 定法 委 員 会,1986)、MIは 腐 植 簡 易 分 析 法(本

名 ・山本,1992)で 行 う。 以下 に各項 目の操 作 工程 を示す 。

1)試 料調 製

試料 を風 乾後 、 軽 く粉砕 して2,00㎜ φのふ るい を通 過 させ る(風 乾 細 土)。 この 一部 を細 か く

粉 砕 し、0.5㎜ φの舗 を全通 させ る(粉 砕 土)。

風 乾細 土の水 分 を加 熱 減 量法(105℃ 、5時 間)に よ り測 定す る。

2)粒 径組 成

風 乾細 土10.00gに 水 と30%過 酸化 水 素水 を加 え、熱 板 上 で有機 物 を分解 す る。 分解 終 了後 、

Mehra-Jackson法 に よって脱 鉄処 理 を行 い、遠 心 洗浄 を2回 行 う。 水約500m1を 加 え、撹伴 しなが

ら30分 間音 波 処理 を行 う。 この液 を11沈 底 瓶 に移 し、往 復振 と う機 で1時 間振 と うした後 、水

で11に 定容 す る。 沈 底瓶 を1分 間激 し く振 り、直 ち に静置 して所 定の 時間 に5cmの 深 さか ら懸

濁液10mlを 採 取す る。 採取 懸濁 液 を蒸 発 乾 固 し、 乾燥 ・秤 量 す る(シ ル ト ・粘 土 合量)。 さ らに

所 定の 時間 が経過 した後 、沈底 瓶 か ら懸 濁液 を5cmの 深 さか ら10ml採 取 し、蒸 発 乾固 ・乾燥 ・秤

量 す る(粘 土含 量)。 沈 底 瓶 に残 った シル ト ・粘 土 につ い て サ イ フォ ンを使 って す べ て洗 い流

し、そ の残査 を乾燥 ・秤 量 す る(砂 含 量)。 これ を0.2㎜ φの節 でふ るい分 け、箭上 の残 留物 を秤

量 す る(粗 砂 含 量)。 これ ら測 定値 を も とに粗 砂(2.0-0,2㎜)・ 細 砂(0.2-O.02㎜)・ シル ト

(0.02-0.002㎜)・ 粘 土(0,002㎜ 以 下)4成 分 の合 計 を100と す る各 成 分 の重 量%を 求 め る。 求

め られ た粒 径 組成 の値 か ら国 際法 に よ って土性 区分 を行 う。

3)腐 植含 量

粉 砕 土0.100～0.500gを100ml三 角 フ ラス コ に秤 と り、0.4Nク ロ ム酸 ・硫 酸混 液10m1を 正確

に加 え、約200℃ の砂浴 上 で正確 に5分 間煮 沸 す る。 冷却 後 、0.2%フ ェニル ア ン トラニル酸 液 を

指 示薬 に0.2N硫 酸第1鉄 ア ンモ ニ ウム液 で滴 定す る。滴 定 値 お よび加 熱 減 量法 で 求 めた水 分 量

か ら乾 土 あた りの有機 炭 素量(Org-C乾 土%)を 求 め 、1.724を 乗 じて腐植 含 量 を算 出す る。

4)MeranicIndex(MI)

風 乾細 土約1.Ogを50ml容 遠 心管 に入 れ 、分 注器 で0.5%NaOH溶 液約25m1を 加 え る。遠 心 管 に蓋

を してテ ー プで密 封 し、 室 温 で1時 間振 と うす る。 振 と う終 了後 、0.1%高 分子 凝集 剤溶 液1～
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2滴 を加 え、 よ く振 り混ぜ た後 、4,000rpm、15分 間 の遠 心分離 で抽 出腐植 溶液 を得 る。 得 られ た

抽 出腐 植 溶 液 の約1m1を 試 験 管 に と り、0.1%NaOH溶 液20m1を 分 注器 で加 え る(NaOHの 濃 度 は約

0.1%と な る)。 この溶 液 につい て 、分 光 光度 計 に よ り450、520nmの 吸 光 度 を測 定す る。450nmの

吸光 度 が1を 越 え る場 合 には、 さ らに0.1%NaOH溶 液 で希 釈 して測 定す る(測 定 時 間 は抽 出後 、

3時 間以 内)。

結 果 の表 示 は、MI値=・K450/K52。 で示 し、 本名 ・山本(1992)に したが い腐植 酸 の型 を

判 定 す る。本 名 ・山本(1992)で は 、腐 植 に とっ て最 も特徴 的 な波長 域 の450nmと520nmの 吸光 度

比 をMIと して腐植 の質 的判 定指標 に し、A型 腐植 酸 とP型 腐植 酸 を明瞭 に判別 してい る。 そ こ

で は我 国 の火 山灰 を母材 と した土壌 の分析 結果(ほ とん どが表層 土の結 果)か らMI=1.70を 境

に それ 以 下はす べ てA型 腐 植 酸 で、 それ以 上 はP型 腐植 酸 に分類 され てい る。 また 、数 多 くの分

析結 果 か ら、MIがL7～2.0の 場合 は ほ とん どがB型 腐 植 酸で あ り、P型 、Rp型 の ほ とん どは

2.0以 上 とい う区分 が 明瞭 にで き る と してい る。

(3)結 果

結 果 を表2に 示す 。

表2ST1床 面黒色土の土壌理化学分析結果

試料名 腐植含量MI

(%)

粒径組成
±姓 土色 備考粗砂 細砂 シル ト 粘土

(%)(%)(%)(%)
ST1土 壌 サ ン プ ル6.491.651,634,343,620,5CLN2/0黒 多 湿 試 料

土色:マ ンセル表色系 に準 じた新版標準 土色帖(農 林省農林水産技術会議監修,1967)

土性:土 壌調査ハ ン ドブ ック(ペ ドロジス ト懇談会編1984)の 野外 土性
CL:埴 壌土(粘 土15～25%、 シルト20～45%、砂3～65%)

土性は、埴壌土に区分 され る。粒径組成では、ほとん ど細砂で占め られる砂画分が約36%、 シ

ル ト画分 が44%、 粘土画分が約20%で ある。腐植含量は6.49%と 比較的高 く、MIは1.65でA型

腐植酸 に分類 され る。

ここで、試み に試料の母材を砂分 の鉱物組成か ら調べた。試料 を蒸発皿 に取 り水を加 えて超音

波洗浄装置 により分散 し、上澄みを流 して泥分を除去 し、砂分 を得 た。

これ を観察す ると、10㎜ 以下の多量の炭化材が含 まれ、その樹種は後述 の竪穴住居跡ST1か ら

も検 出されたク リである。また、石英 、長石、火山ガ ラス、斜方輝石 などの鉱物片、砂岩片な ど

が微量含 まれる。 さらに、イネ属の葉お よび外穎(稲 籾殻)に 形成 され る珪化組織片が多量 に認

め られ る。

(4)考 察

今 回の分析結果か ら、本試料 中にはク リの炭化材 と稲藁や籾殻 の灰 が多量に含まれてい ること

が判 った。特に、炭化材はシル ト径以下の微細な粒子 となっているものが多 く、 これが3層 の土

色が黒色に見える原因 と考え られ る。
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また、本層では腐植含量が高 く、A型 腐植酸に分類 された。木材 を燃焼 した後 の炭化物では腐

植含量が高く腐植 の性質 はA型 腐植酸に分類 され ることが多い。 これは、土壌 中に腐植化度の高

い腐植酸が集積 してい る場合 と同様 である。今回の腐植酸の特徴は炭化材が多 く包含 されること

に起因す ると考え られ る。

なお、認 められた鉱物片や岩石片は本沢川流域に分布する流紋岩お よび砂岩 ・泥岩 ・凝灰岩 な

どの堆積岩な どに由来す ると考え られ る。

3.竪 穴住居跡ST1出 土炭化材 に関す る調査

(1)試 料

試料は、火葬土坑 と考 えられているSK43の 試料 中に認 め られ た炭化材1点 と、竪穴住居跡ST1

内か ら出土 した炭化材1点 である。竪穴住居跡内の試料 には複数片の炭化材が認め られる

(2)分 析方法

木 口(横 断面)・ 柾 目(放 射断面)・板 目(接 線断面)の3断 面の割断面を作製 し、実体顕微鏡

お よび走査型電子顕微鏡 を用いて木材組織の特徴 を観察 し、種類 を同定す る。

(3)結 果

樹種同定結果を表3に 示す。 表3樹 種同定結果

竪穴住居跡内の炭化材 には、2種 類が認

め られた。 これ らの炭化材は、いずれ も落

葉広葉樹で、2種 類(ブ ナ属 ・ク リ)に 同定 された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ブナ属(Fagus)ブ ナ科

試料 は、年輪界付近で割れている。散孔材 で、管孔は単独または放射方向に2～3個 が複合 し

て散在 し、年輪界に向かって径を漸減 させ る。道管の分布密度は高い。道管は単穿孔お よび階段

穿孔 を有 し、壁孔は対列状に配列す る。放射組織はほぼ同性、単列、数細胞高のものか ら複合放

射組織 まである。

・ク リ(CastanθacrθnataSieb .etZucc.)ブ ナ科ク リ属

環孔材で、孔圏部は1～5列 、孔圏外でやや急激～緩やかに管径 を減 じたのち、漸減 しなが ら

火炎状に配列す る。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状 に配列す る。放射組織は同性、単列、1

～15細 胞高。

(4)考 察

1)火 葬土坑の炭化材

SK43か らは骨片 も出土 してお り、前述のよ うに火葬土坑の可能性が考えられ る。炭化材はクリ

に同定 された。 この結果か ら、燃料材 としてク リが利用 されていたことが推定 され る。 しか し、

1点 のみの同定のため、種類構成 などについては不明である。

遺構名 時代 試料名1樹 種
SK43(火 葬 土坑) 中世 RN1 ク リ

ST1(竪 穴住 居跡) 9世 紀代 炭 ブナ属
ク リ
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クリは堅い材質を有 してお り、薪炭材 としてもよく利用 され る。堅いために燃焼時のカロ リー

は大きいが、燃 えに くい。

神奈川県横浜市上 の山遺跡 で行 われた調査では、火葬時の燃料材 と考え られ る炭化材 に4種 類

の木材 とタケ亜科が認め られた。 また、テ リハ ノイバ ラやイネ科の葉等が炭化 した状態で出土 し

てお り、木材 と共 に木本類の葉や草本類 も燃料材 として利用 していた様子 が明 らかになってい る

(パ リノ ・サー ヴェイ株式会社,1992)。 また、用途はわか らないが前述の ように竪穴住居跡ST1

の黒色土においても燃焼 されたク リとイネ属が検 出されている。 これ らの結果から、本土坑でも

クリ以外に草本類等が共に利用 されていた可能性 がある。

2)竪 穴住居跡 か ら出土 した炭化材

ST1は 、2.4mX2.8m程 度の大きさで、炭化材は北壁付近か ら出土 している。 この状況 か ら、住

居構築材な どの用途が考え られる。 出土 した2種 類の うち、ク リは強度や耐朽性 に優れた材質 を

有 してお り、これ までにも住居構築材 として多 くの遺跡 か ら出土例が報告 されてい る。山形県内

では宮 ノ下遺跡、石 田遺跡、木原遺跡 などで、出土 した掘立柱建物跡の柱材 について樹種同定が

行われ、そのほとんどはクリであった(パ リノ ・サー ヴェイ株式会社,1996な ど)。 これ らの結

果か ら、平安時代にク リが竪穴住居跡 の構築材や掘立柱建物の柱材 などとして多 く利用 されてい

た ことが推定 され る。また、ク リを住居構築材 に利用す る例は、栗 山遺跡の縄文時代中期の住居

跡か ら出土 した炭化材や、西沼 田遺跡 の古墳時代の居住跡か ら出土 した建築材 とされる試料 にも

認め られている(パ リノ ・サー ヴェイ株式会社,1986,1994)。 これ らの結果から、古 くか らクリ

が構築材 として利用 されていた ことが うかがえる。

引用文 献

天 野洋 司 ・太 田 健 ・草場 敬 ・中井 信(1991)中 部 日本 以北 の 土壌型 別 蓄積 リンの形態 別

計 量.農 林水 産省 農林 水産 技術 会議 事 務局 編 「土壌 蓄積 リンの再 生循 環 利用 技術 の 開発 」,

p.28-36.

Bowen,H.J,M.(1983)環 境無 機 化学 一元素 の循 環 と生化 学 一.浅 見輝 男 ・茅 野充 男訳,297P.,

博友 社[Bowen,H.J.M.'(1979)Environmenta7ChθmistrアofElements],

Bolt,G.H.・Bruggenwert,M.G.M.(1980)土 壌 の化学.岩 田進 午 ・三 輪容 太郎 ・井 上隆 弘 ・陽

捷行 訳,学 会 出版 セ ン ター[Bolt,G,H.andBruggenwert,M.G.M.(1976)SOILO㎜5η ～}1,

p.235-236.

土壌標 準分 析 ・測 定法 委員 会(1986)土 壌標 準 分析 ・測 定法.354p.,博 友社,

土壌養i分測 定 法委 員会(1981)土 壌 養i分分析 法.440p.,養 賢堂,

藤 貫 正(正979)カ ル シ ウム.地 質 調 査所化 学 分析 法,P.57-61,地 質調 査所.

本 名 俊正 ・山本 定博(1992)腐 植 の簡 易分 析 法.日 本 土壌 肥 料学 会 編 「土壌構 成 成 分解析 法 」,

6



p.7-35,博 友社.

川崎 弘 ・吉田 濡 ・井上恒久(1991)九 州地域の土壌型別蓄積 リンの形態別計量.農 …林水産省

農林水産技術会議事務局編 「土壌蓄積 リンの再生循環利用技術の開発」,p.23-27.

農林省農林水産技術会議事務局監修(1967)新 版標準土色帖.

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社(1986)西 沼田遺跡出土建築材同定 ・種子分析報告.山 形県埋蔵文

化財調査報告書第101集 「西沼田遺跡発掘調査報告書」,p.91-102,山 形県 ・山形県教育委員

会.

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社(1992)上 の山遺跡植物遺体 同定,港 北ニュータウン地域内埋蔵文

化財調査報告XIII「 上の山遺跡」,p.196-202,横 浜市埋蔵文化財 センター,

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社(1994)栗 山遺跡における自然科学分析.山 形県埋蔵文化財セ ンタ

ー調査報告書第6集 「仲台遺跡 ・栗 山遺跡 ・柳沢A遺 跡発掘調査報告書」
,p.95-113,財 団法

人山形県埋蔵文化財 センター.

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社(1996)宮 ノ下遺跡 自然科学分析.山 形県埋蔵文化財セ ンター調

査報告書第32集 「宮 ノ下遺跡発掘調査報告書」,p.69-79,財 団法人山形県埋蔵文化財セ ンタ

ペ ドロジス ト懇談会(1984)野 外土性 の判定.ペ ドロジス ト懇談会編 「土壌調査ハ ン ドブ ッ

ク」,p.39-40,

7



一8一



谷柏J遺 跡 の遺構内容物について

パ リノ ・サー ヴェイ株式会社

は じめに

谷 柏J遺 跡 は 、本沢川 扇状地扇端部の微 高地上に立地す る。 周囲には、縄文時代～奈 良 ・平安

時代 の遺跡が分布す る。

今 回の発掘調査 によ り、A区 では中世～近世の墓域、B区 で は古墳時代～奈 良 ・平安 時代 の掘

立柱 建物跡や河川跡が検 出され てい る。。

今 回の分析調査せ は、A区 で検 出された墓坑 とみ られ る土坑 な どの遺構の 内容物 につい て、検

証す ることに した。 これ らの遺構 は、埋葬 に関わ るもの と考 え られてい るの で、 ヒ トを含 む動物

遺体の痕跡 を明 らかにす るために、動物骨 の主 な成分 である リン酸 ・カル シウムの含量 を測 定す

るこ ととした。

1.試 料

調 査 対 象 は、 土 坑6基(SK1・SX2・SK12・SK13・SK17・SK57)、 「墳 墓」3墓(2-SK7・2-

SK8・2-SK10)で あ る。 この うち、2-SK1や2-SK2は 炭 化 物や骨片 が多量 に含 まれ、2-SK12と2-

SK13は 内部 に礫 が見 られた。 これ ら7基 の遺 構覆土 、お よび遺構 が掘 り込 まれた地 山層 か ら、土壌 試料

23点 が採取 されたので、 全点 を分析 試料 と して用 いた(表1)。

2.分 析方法

土壌標準分析 ・測 定法委員会(1986)、 土壌養分測 定法委員会(1981)、 京都 大学農 学部農 芸

化学教 室(1957)を 参考 に、以下の工程 で行 った。

試料 を風 乾後 、軽 く粉砕 して2.00皿mの 箭 を通過 させ る(風 乾細土試料)。 風 乾細土試 料の水分

を、加熱減 量法(105℃ 、5時 間)に より測 定す る。風乾細 土試料2.00gを ケル ダール 分解 フラス

コに秤 量 し、は じめに硝酸(HNO,)約5m2を 加 えて加熱分解す る。放冷後 、過塩 素酸約10m2を 加 え

て、再 び加熱分 解を行 う。分解 終了後、水 で100m2に 定容 して、ろ過す る。 ろ液 の一定量 を試 験管

に採取 し、 リン酸発 色液 を加 えて分光光度計 に よ り、 リン酸(P,O,)濃 度を測定す る。

別 に、ろ液 の一定量 を試験 管に採 取 し、干渉抑制剤 を加 えた後に、原 子吸光光度計に よ りカル

シ ウム(CaO)濃 度 を測定す る。

これ ら測 定値 と加熱減 量法 で求めた水分量か ら、乾土あた りの リン酸 含量(P、O,mg/g)と カル

シ ウム含量(CaOmg/g)を 求め る。

3.結 果

結果を表1に 示す

9



表1各 土坑 の リン酸 ・カル シ ウム分析結果

遺構 名 ・層位 土性 土色 P205(皿9/9) CaO(皿9/9) 備考
SK玉 1層 目 Lic 2.5Y3/1黒 褐 6.89 13.52 骨片多量にあ り

2層 目 Lic 2.5Y3/2黒 褐 0.72 6.27

外(地 山) Lic 2.5Y3/3暗 オ リー ブ 褐 0.68 5.76

SX2 1層 目 Lic 2.5Y3/2黒 褐 1.03 7.18 骨片あり

2層 目 Lic 2.5Y3/3暗 オ リー ブ 褐 0.76 6.69 骨片あり

外(地 山) Lic 2,5Y3/3暗 オ リー ブ褐 0.93 5.84

SH7 1層 目 Lic 2,5Y3/2黒 褐 0.88 5.28

外(地 山) Lic 2.5Y3/2黒 褐 0.93 5.70

SH8 3層 目 CL 2.5Y3/2黒 褐 0.73 4.99

外(地 山) SCL 2,5Y3/3暗 オ リー ブ褐 0.77 5.09

SH10 1層 目 SL 2.5Y3/1黒 褐 0.71 4.06 硯が出土

2層 目 LS 2.5Y3/2黒 褐 0.62 3.20

外(地 山) LS 2.5Y3/3暗 オ リー ブ褐 0.62 3.65

SK12 1層 目 Lic 2,5Y3/1黒 褐 1.07 5.25 礫が出土

外(地 山) CL 2.5Y3/2黒 褐 0.92 4.94

SK13 1層 目 CL 2.5Y3/1黒 褐 0.86 4.56 礫が出土

外(地 山) Lic 2.5Y3/3暗 オ リー ブ褐 0.77 4.99

SK17 2層 目 Lic 2.5Y3/1黒 褐 1.42 4.42

3層 目 Lic 2.5Y3/2黒 褐 1.11 5.17

外(地 山) Lic 2.5Y3/2黒 褐 1.26 5.52

SK57 2層 目 Lic 2.5Y3/2黒 褐 0.74 5.44

3層 目 Lic 2.5Y3/2黒 褐 0.68 5.43

外(地 山) Lic 2.5Y3/2黒 褐 0.96 5.94

土 色

土性

SL

LS

CL

SCL

Lic

マ ン セル 表 色 系 に準 じた新 版 標 準 土色 帖(農 林 省 農 林 水 産 技 術会 議i監 修,1967)に よ る

土壌 調 査ハ ン ドブ ソク(ペ ドロ ジ ス ト懇 談 会 編,1984)の 野 外 土性 に よ る

砂壌 土(粘 土0～15%、 シ ル ト0～35%、 砂65～85%)

壌 質 砂 土(粘 土0～15%、 シ ル ト0～ 正5%、 砂85～95%)

埴 壌 土(粘 土15～25%、 シ ル ト20～45%、 砂3～65%)

砂 質 埴 壌 土(粘 土15～25%、 シ ル ト0～20%、 砂5～85%)

軽 埴 土(粘 土25～45%、 シ ル ト0～45%、 砂10～55%)

土 坑6基 の覆土はLic(軽 埴 食)あ る いはCL(埴 壌 土)と 砂が 多 く、土 色は黒 褐色 を呈 し、炭 化物 を

含む ものが多 い。土 坑の うち、2-SK1・2-SX2で は 骨片が含 まれ る1層 目で リン酸含量 とカル シウム

含 量が ともに高 く、特 にSK1で 顕 著 で ある。2-SK12・2-SK13・2-SK17・2-SK57で は、 覆土 と

地山で含 量の差が あま り認 め られな い。

「墳 墓」3墓 の覆土 も同様 に砂 が多 く、黒 褐色で炭化 物 を含 む。 いずれ も、覆土地 山で リン酸やカル シ

ウム の含 量 に差が見 られな い。

4,考 察

中世～近 世 の土坑6墓 のうち、 骨片が 含 まれ るSK1で リ ン酸含量 とカル シウム含量が顕著 に高か った。

しか し、 それ以 外 の2-SK12・2-SK13・2-SK17・2-SK57で は 、覆土 と地 山で含量 の差 があ ま り

認め らなかった。 また、墳墓3墓 で も、覆 土 と地 山 リン酸や カル シウム の含量 に差 が見 られ なかった。
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ところで、リン酸の土壌中に普通に含まれる量、いわゆる天然賦存量は約3.OP205mg/g程 度とされる

(Bowen,1983;Bolt・Bruggenwert,1980;川 崎ほか,1991;天 野ほか,1991)。 また、人為的な影

響を受けた黒ボク土の平均値は、5.5P205mg/gと の報告 もある(川 崎ほか,1991)。 さらに、 当社にお

けるこれまでの分析調査事例では、骨片などの痕跡が認め られる土壌では6.OP205mg/gを 越える場合が

多い。なお、各調査例の記載単位が異なるため、 ここではすべてP205mg/gで 統一した。これ らの値を

著しく越える土壌では、外的要因(おそ らく人為的影響によるもの)に よるリン酸の富化が指摘できる。今

回調査 した遺構のうち、SK1で は天然賦存量よりも高く、上記した骨片などを含む土壌 と同等であるが、

他は天然賦存量の範囲内である。

したがって、2-SK1で のリン酸・カルシウム含量の高さは骨片に由来すると考えられ、火葬による骨

片や炭化材が埋積されたとする考古学的所見を裏づける結果 と言える。

なお、調査 した土坑の多くは覆土中に炭化物が多く、炭化物に由来するリン酸成分 も含まれている思

われる。 また、いずれの遺構で も、覆土に砂が多かった。そのため、 リン酸 ・カルシウム成分 を保持す

る粘土分が少なく、これ らの成分が覆土内に残 りにくかった可能性がある。 したがって、他の土坑や墳

墓については、土葬な どで遺体が埋納されていたとして も、現在までに遺体が分解 ・消失 し、その成分

が外部へ流亡 ・拡散してしまった可能性 もある。また、遺体が埋納された姿勢によっては、土坑内でリ

ン酸 ・カルシウム成分が偏在する可能性 もあ り、試料の採取位置によって残留成分の富化が認め られな

いこともあ り得る。今後の調査では、土坑覆土を平面的 ・層位的に採取し、空間的に遺体成分の分布を

把握したい。
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山形市谷柏J遺 跡出土漆器の科学分析

漆器文化財科学研究所 四 柳 嘉 章

1分 析の方法

漆器は階層や価格 に応 じた各種の製品が生産され、その品質が考古学的には所有階層復元の

手がかりとなる。この品質差を材料や技術的側面か ら評価する場合、肉眼による表面観察では

使用や廃棄後の劣化を含めた表面の塗 りと加飾部分でしか判断できず、それも専門的な経験に

左右される。しかし漆器本来の耐久 ・竪牢性は塗装工程(揉 漆)に あ り、 この塗膜の下に隠さ

れた情報は、塗膜分析によって引き出される。

塗膜分析は漆器の内外面数箇所から数mmの 塗膜片 を採取 し実態顕微鏡で観察した後、ポリエ

ステル系樹脂に包理後その断面を研磨のうえプレパラー トに接着し、さらに研磨を加えて(#

100～3000)金 属 ・偏光顕微鏡で観察する方法である。サンプルである手板試料と比較検討し

なが ら、漆や下地材料の同定を行うが、これによって表面観察ではわからない時代的地域的な、

漆の特色、製品の品質がら把握できるので、遺跡における所有階層の推定やデータが集積され

れば製品の流通問題にも迫ることができる1)。塗料の直接的な分析は、赤外線 を固有の振動を

している分子に波長を連続的に変化させて照射して、分子構造を解析するフーリエ変換赤外分

光法(FT/IR)を 用いた(後 述)。

豆 分析結果

塗膜分析は1点 につき内外面各3点 の試料を作成 し平均値 を算出 した。したがって必ず しも

図版のスールとは一致しない。以下、木胎(木 地)か ら順 に番号(① ～)を 付 して説明す る。

塗 膜 分 析

◇椀

器形 ・表面観察

ほぼ全体の器形はわかるものの(口 辺部欠)、 塗膜片のみである。 しか し、高台裏にかろう

じて木質(木 理)痕 が残ってお り、 ヨコ木取 り(柾 目)で ある ことが識別できる。高台裏の漆

塗膜はしっか り施されている。外面は黒色で、おそ らく総黒色系漆椀であろう。総黒色系漆と

は、黒色の顔料である炭素粒子や鉄系化合物粒子などを含むものを 「黒色漆」、黒色顔料を含

まないものを 「黒色系漆」 とよんでいる。「黒色系漆」においても、漆自体の表層が茶黒色に

変質し、さらに下地色を反射 して肉眼では黒色に見える。古代以来こうした方法が一・般的と考

えられるので、技術や材料科学の上からも両者区別している。

塗膜分析

外面 木胎には十分漆が染み込んでおり、丁寧に木固めが施されている。 この上に以下の工

程がみられる。

① 炭粉漆下地層。層厚36～100μm。 炭粒粒子は2×6μm、2×12μm程 度の針状粒子

や長径5μm前 後 の多角形粒子が多 い。 また部分的に針葉樹の木口組織が認められる。②漆層。

層厚24μm前 後。③漆層。層厚24μm前 後。表層10μrn前 後が変質 している。これは漆独持の
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酸化 劣化 防止 層 の形成 を意 味す る。漆 が劣 化や 腐食 に強 靭 な理 由で もあ る。

赤 外 分 光 分 析

分光 学(Spectroscopy)は 「光 と物 質 との相 互作 用 によ って生 じる光 の強度 やエ ネル ギー変

化 を調べ る学 問」2)と 定義 され 、 固有 の振動 を して い る分子 に波 長 を連続 的 に変化 させ て赤外

線 を照射 して ゆ くと、分 子 の 固有 振動 と同 じ周 波数 の赤 外線 が 吸収 され、分 子構 造 に応 じた ス

ペ ク トル が得 られ る。 このスペ ク トル か ら分子 構造 を解 析す る方 法 を赤外線 吸 収ス ペ ク トル法

(InfraredAbsorptionSpectroscopy)と い う3)つ ま り、物 質 は決 まった元 素 の種類 とそ れ ら

の結 合か ら成 立 して いる ので、そ の結 合状 態(原 子 団)を 測 定(赤 外線 吸収)す る こ とによ っ

て、 物質 を特 定す る ことが で きる ので ある。

漆塗 膜 の分 析 には フー リエ変 換赤外 分光法(FourierTransformInfraredSpectroscopy、

FT-IR)を 用 いる。 これ は信 号 や デー タ を フー リエ変 換 とい う数学 的処理 を用 いて、 解 析す

る制 度 の高 い方法 で ある。赤 外光 は近 赤外(波 数14000～4000cm-'、 波 長700nrn～2.5μm)、

普通 赤外(波 数40～400cm-1、 波 長2.5～25μm)、 遠赤 外(波 数400～10cm-1、 波 長25μm～

1mm)に 分 け られ るが、 ここで は通赤 外光 を用 いる。波 数 は1cm当 た りの波 の数で、 振動 数 を

光 速 度で割 った もので あ り、 波長 の逆 数 であ る。

FT-IRは 普通 赤外 で は波数4000～400cm-1の 光 を2つ の光 束 に分割 し、1つ は 固定 し(固 定

鏡)、 他 方 の光 路 長 は可 動 ミラー(可 動 鏡)を 用 いて変 化 させ る。 つ ま り干 渉 計か ら位 相 の異

な る光 が 出 るわ けで、2つ の光束 問 の距離 が変 化す る干 渉 の結果、 加 え合 わ さった部 分 と差 し

引 きれた 部分 の系 列が 生ず る ことによ って、強 度 の変化 が起 こる。 す なわ ち干 渉 図形が得 られ

る。 フー リエ 変換 とい う数学 的操 作 を行 うと、 干渉 図形 は時 間領 域か ら振動 数領 域 のス ペ ク ト

ル点 の1つ に変換 され る。 ピス トンの長 さ を連 続 的 に変化 させ、 ミラーBの 位 置 を調 節 し、光

束Bの 光路 を変化 させ る。 この変 化 させ た各点 にお いて、 つ ぎつ ぎ とフー リエ変 換 を行 うと完

全 な赤外 スペ ク トル と比較す る ことに よって、 塗装 液 の同定 がで き る。

試 料 は2mgを 採 取 しKBr(臭 化 カ リウム)100mgを メ ノ ウ鉢 で磨 り潰 して、 これ を錠剤 成形

器 で加圧 成 形 した もの を用 いた(錠 剤 法)。 条 件 は分 解能4cm-1、 積 算 回数16、 アポ ダイ ゼ ー

シ ョン関i数Cosine。

図1・2は そ の赤外 線 吸収ス ペ ク トル で、縦 軸 は吸光 度(Abs)、 横 軸は波 数(カ イザ ー)で

あ る(測 定機i器は 日本 分光 製FT-IR420)。

図1(ノ ー マ ライゼ ー シ ョン)は 谷 柏J遺 跡 出土 漆器 の上 塗漆(①)に 、 漆塗 膜 の基準 デ ー

タ として 岩手県 浄 法寺産 生漆 塗膜(② 、1994年 輪 島で作 成)の 吸収 を重ね た(下 地漆 は 上塗漆

と全 く同一 の吸収 で あ り省 略)。① は② に近 似 した 吸収 を示 し、3422cm-1、2925cm-1、2850

cm-1、1718～1720cm-1(カ ル ボ ン酸)、1650～1630cm-1(糖 タ ンパ ク)、1465cm-1

(活性 メチ レン基)、1280cm-1(フ ェ ノー ル)、1070～1030cm-1(多 糖=ゴ ム質)、 な どが

一致 して い る
。 次 に他 の 出土 漆器 との比較 か ら本例 の特徴 をみて みた い。

図2の ④ は 図1の ① と同 じデ ー タ、 図2の ⑤ は 図1の ② と同 じデ ー タ(漆 塗膜 の基準 生 漆

1994年 作 成)で 、 これ に中世 の生 漆(② 新 潟 県 新 発 田市三 光 寺 遺 跡5)、 漆 液 容 器、15世 紀)
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と古 代 の生 漆(① 新 潟県 吉 田 町 中組 組織6)、 盤、10世 紀)と 端反 椀 上塗 漆塗 膜(③ 新潟 県 中

条 町下 町坊 城遺 跡A地 点7)、P-17、11世 紀 後 半)の 吸収 を重 ね た もので あ る。 ①③ は全体

が ブ ロー ドとな って いるが、 な がて も多糖 とカル ボニル や糖 タ ンパ クの増大 が み られ る。 この

よ うに漆塗 膜 は 肉眼 で は同 じよ うに見 えて も、 時代 経過 や 劣化 によ って大 き く変 化 して いる。

これ に対 して 谷柏J遺 跡 出土 漆器 は現 在 の漆基 準 デー タ とほ とん ど同 じで、 大 きな劣 化 はみ ら

れ な い。 このあた りに時代 的特色 が現 れ て いるよ うで あ る。

皿 小 結

山形市 の南西 部 に位置 す る谷 柏J遺 跡 は、 本沢 川 扇状 地 の扇端 部 ・標 高130mに 立 地 し、古

墳時 代 ・古 代 を主体 とす る集 落跡 で ある。 中～近 世 の遺構 は 明確で はな く、 近世 では18世 紀代

の 陶磁器 や硯 な どが 出土 して いる8)。 漆器 の品質 、 時期 につ いて 分析 結果 の要 点 をま とめてお

き た い。

まず下 地 につ いて は、普 及型 の渋 下地 で はな く漆下 地(炭 粉漆 下地)で あ る。 木地 に も十分

な漆 が染み込 んで お り、木 固めの工程 が丹念 に行 われ てい る。 下地 の上 には3層 の漆層 が施 され

て いる。 こうした ことか ら普及 型 の安価 な漆器 で はな く、 上質 な漆器 に属す る ことが知 られ る。

漆 塗膜 の赤 外分光 分 析か らは、 下地 漆 ・上塗 漆 ともに劣化 は少 な く、 極 めて 良好 な状態 で あ

る ことが判 明 して い る。 この ことは 時期 的 に も新 しい ことを暗示 し、器 形 か ら見 て も陶磁 器 と

同 じ18世 紀 代 に属す る とみて大 過 な いよ うに思わ れ る。

近 世で は漆 器 の普及 が飛躍 的 に増大 す るが、 都市 や農 山村 の周 辺で の小規 模 商 圏の漆器 生産

の外 に、大 名 によ る領 国経 営下 の広 域的 漆器産 地 形成 が活発 とな り流 通 も複雑 とな る。1638(寛

永15)年 の 『毛 吹 草』(松 永重 頼)に み る産地 としては に 山城(塗 師細 工、棄 塗 師、 浅黄 椀 ・

盆 ・折敷 な ど)、 大和(塗 桶 、塗 鉢、 山折敷)、 和 泉(中 浜塗 木 履、 常 器椀)、 近 江(朽 木塗 物

盆鉢 ・五器 等、 五器)、 陸奥(薄 椀 ・同盆)、 石見(浜 田折 敷)、 播磨(清 水折 敷)、 紀 伊(黒 江

渋地 椀、根 来椀 、折 敷)、 筑 前(折 敷)、 肥 前(唐 蒔 絵)、 日向(五 器)が あ げ られ て いる。1712

(正徳2)年 の 『和漢 三 才 図会 』 で は、 陸 奥(椀 会 津)、 下 野(椀 折 敷 日光 同盆 ・木 鉢)、 近江

(椀 日野、塗盆朽 木)、 山城(塗 物)、 大 和(塗 桶 奈 良、塗挽 は ち吉野 食次)、 紀伊(椀 名 草黒江)

の産 地 が見 え る。 また17世 紀 にお いて 、 生産 を 開始 した所 は、 弘 前(津 軽 塗)、 藤 崎(白 子春

慶)、 能代(能 代 春 慶)、 川連 、荒 沢(浄 法 寺 椀)、 鳴子 、仙 台、 山形、 米 沢、 鶴 岡、村 上、 日

光 、江 戸、 平 沢、 名古屋 、 高 山(飛 騨 春慶)、 彦根 、 小浜(若 狭 塗)、 金沢、 高 岡、竹 田(竹 田

椀)、 松江 、長 崎、富 山、 山 中な どの25カ 所 にお よび(高 松、 長 岡 も この ころか ら)、 中世 末 ま

で にすで に生産 を開始 して いた会 津若 松(喜 多 方 を含 む)、 木 曾福 島(木 曽春慶)、 駿府 、輪 島、

河和 田(越 前漆 器)、 黒江(紀 州 漆器)な どが産 地 と して大 き くな り始 めた もの ほ ぼ この時期

といわれ て いる9)。

これ以 上 に も能 登 の合鹿椀10)の よ う に、木地 屋が 作 る漆器 が狭 い供給 圏 なが らも、各地 で相

当流 通 した ので はな いか と思 われ る。 産地 の特 定 には伝 世や 出土 資料 の分析 事例 が 少な く、多

くの困難 が伴 う。現 状 では資 料 の蓄積 と緻 密 な科学 的調 査、 器形、 意 匠 ・材 料 な ど加 飾技 法 の

解 明、文献 、 民俗 学的 調査 が急務 で あ ろ う。
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末 筆な が ら本稿 作成 に 当た っては 山形県 埋蔵 文化 財セ ンター ・吉 田江 美子 氏 か ら何 か と ご便

宜 をはか って いた だ いた。厚 く御 礼 申し上げ た い。
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